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ど
「
地
産
地
消
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
笠
間
市
森

林
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
森
林
組
合
と
連

携
し
て
、
造
林
・
間
伐
・
枝
打
ち
等
の
保
育

管
理
や
間
伐
材
の
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も

に
、
林
道
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
4

地
区

の
県
営
土
地
改
良
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
箱
田
東
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
完
了
予
定
の
た
め
、
利
用
権
設
定
や
作

業
の
受
委
託
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
促
進
し

て
い
き
ま
す
。
本
戸
及
び
南
指
原
地
区
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
集
落
道
路
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
暗
渠
排
水
工
事
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
昨
年
度
に
事
業
着
手
し
た
箱

田
中
央
地
区
に
つ
い
て
は
、
換
地
作
業
を
行

い
、
一
部
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
大
渕
及
び
大
古
山
地
区
に
つ
い
て
は
、

早
期
着
工
に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
、
関
係

農
家
と
の
円
滑
な
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

霞
ヶ
浦
用
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の

促
進
を
図
り
、
安
定
し
た
農
業
用
水
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
障
制
度
の
根

幹
を
担
う
保
健
医
療
制
度
で
す
。
市
民
が
安

心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

保
険
税
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
適
正
な
賦
課

徴
収
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
食
生
活
や
運
動
習
慣
が
原
因
の
生

地
活
性
化
基
本
計
画
・
魯
山
人
に
な
れ
る
ま

ち
。
か
さ
ま
」
に
基
づ
き
、「
食
」
中
心
の

事
業
支
援
、
推
進
組
織
「
ま
ち
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
」
の
立
上
げ
を
、

商
工
会
と
連
携
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

石
材
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
筑
波
西
部
地

域
活
性
化
推
進
協
議
会
で
策
定
し
た
活
性
化

計
画
に
基
づ
く
各
事
業
を
支
援
し
、
稲
田
み

か
げ
石
の
Ｐ
Ｒ
と
活
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

笠
間
焼
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
産
地
全
体

の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
ほ
か
、
伝
統

的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
「
第
3

次

振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
新
製
品
開
発
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
農
業
環
境

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
、
農
業
基
盤
の

構
築
、
産
業
と
し
て
自
立
す
る
活
力
と
魅
力

あ
る
農
業
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
田
農
業
に
つ
い
て
は
、「
笠
間
市
水
田

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
米
の
需
給
調

整
、
農
家
所
得
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、

担
い
手
の
育
成
、
地
域
営
農
の
組
織
化
、
大

型
機
械
の
共
同
利
用
に
よ
る
生
産
体
制
の
確

立
と
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
米
作
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
や
果
樹
な
ど
の
安

心
・
安
全
で
新
鮮
な
「
喜
ん
で
買
っ
て
食
べ

て
も
ら
え
る
モ
ノ
づ
く
り
」
を
基
本
に
、
農

業
者
が
主
体
と
な
っ
た
取
組
を
、
関
係
機
関

と
一
体
と
な
っ
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
住
民
と
の
交
流
と
観
光
農
業
の
中
心

で
あ
る
「
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
交
流
や
体
験
農
業
の
充
実
、

旬
の
農
産
物
販
売
、
加
工
品
の
開
発
支
援
な

本
市
は
、
歴
史
・
芸
術
・
文
化
、
そ
し
て

豊
か
な
自
然
と
多
く
の
魅
力
あ
る
資
源
を
有

し
、
ま
た
、
首
都
圏
か
ら
の
位
置
的
優
位
性

か
ら
、
観
光
動
態
調
査
で
は
、
県
内
の
入
込

客
数
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
初
詣
で
や
陶
炎
祭
、
つ
つ
じ
ま
つ
り
、

菊
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
集
客
が

主
で
、
月
ご
と
の
変
動
が
大
き
い
こ
と
や
、

食
・
土
産
品
が
弱
い
こ
と
、
宿
泊
を
伴
わ
な

い
日
帰
り
の
観
光
客
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
通
年
型
の
観

光
地
づ
く
り
を
目
指
し
、
観
光
客
が
求
め
る

「
い
や
し
・
や
す
ら
ぎ
」
と
い
っ
た
心
の
豊

か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
「
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
歴
史
的
資
源
と
自
然
を
生
か
し

た
観
光
戦
略
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、「
笠
間
」
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に

す
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
「
か
さ
ま
フ
ァ
ン

倶
楽
部
」
を
母
体
に
、
首
都
圏
を
中
心
に
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
で
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
た

観
光
協
会
の
法
人
化
を
支
援
し
、
行
政
と
同

協
会
が
両
輪
と
な
っ
て
、
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
中
心
市
街

都市住民との交流と観光農業の拠点「笠間クラインガルテン」 笠間の春を彩る「つつじまつり」
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平成17年　第1回笠間市議会定例会

平
成
17
年
第
　
回
笠
間
市
議
会
定
例
会
の

開
会
に
当
た
り
、
ご
提
案
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
説
明
に
先
立
ち
、
市
政
運
営
に
臨
む
基

本
的
な
考
え
方
な
ど
の
所
信
の
一
端
を
述
べ
、

議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
、
国
外
で
は
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に

よ
る
津
波
災
害
で
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、

国
内
で
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
や
台
風
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
者
が
未
だ

に
不
便
な
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
に
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
復
興
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

世
界
を
取
り
巻
く
情
勢
で
は
、
イ
ラ
ク
に

関
連
す
る
テ
ロ
や
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
・
核

兵
器
問
題
、
貧
困
や
環
境
悪
化
な
ど
、
依
然

と
し
て
大
き
な
不
安
と
緊
張
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
、
国
際

協
調
の
下
、
速
や
か
に
解
決
が
図
ら
れ
、
一

刻
も
早
く
、
世
界
中
の
人
々
が
平
和
と
安
心

を
享
受
で
き
る
社
会
が
到
来
す
る
こ
と
を
、

心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
国
内
経
済
は
、
わ
ず
か
な
景
気
回

復
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
も
の
の
、
完
全
失

業
率
は
高
水
準
に
あ
り
、
依
然
と
し
て
不
透

明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
不
安
定
な
時

代
を
打
破
す
る
た
め
、
国
は
、
2

0

1

0

年

代
に
お
け
る
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
を

念
頭
に
置
き
、
持
続
的
な
財
政
構
造
の
構
築

と
予
算
配
分
の
重
点
化
、
予
算
の
質
の
向
上

を
図
る
べ
く
、
従
来
の
歳
出
改
革
路
線
を
堅

持
・
強
化
す
る
予
算
編
成
を
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
高

齢
化
や
高
度
情
報
化
、
時
代
と
と
も
に
変
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
の
社
会
環

境
の
変
化
に
対
応
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
的

確
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

笠
間
市
は
、
2

月
の
市
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
笠
間
市
・
友
部
町
・
岩
間
町
の
1

市

2

町
に
よ
る
合
併
協
議
会
設
置
の
議
決
を
い

た
だ
き
、
合
併
特
例
法
の
期
限
内
合
併
を
目

指
し
て
、「
笠
間
市
・
友
部
町
・
岩
間
町
合

併
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
本
地
域
は
、

県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
恵
ま
れ
た
交
通

網
や
歴
史
、
自
然
、
文
化
・
芸
術
等
、
県
内

で
も
優
れ
た
特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

特
性
を
生
か
し
、
市
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
し
、
合
併
に
向
け
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

併
せ
て
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
基
づ
く

補
助
金
削
減
や
地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
、

昨
年
に
も
増
し
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
将
来
に
対
す
る
不
安

は
隠
し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
不
安
を
解
消
す
べ
く
、
継
続
し
て
行
財

政
改
革
を
推
進
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
た
め
の
手
立
て
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
よ
り
効
率
的
か
つ
合

理
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に

伴
い
、「
指
定
管
理
者
制
度
」
の
検
討
や
業

務
の
民
間
委
託
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
来

庁
者
の
不
便
解
消
の
た
め
に
実
施
し
て
き
た

「
総
合
窓
口
課
」
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
は
、
本
市
に
と
っ
て
長
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
「
北
関
東
自
動
車
道
」
笠
間
区
間

が
全
面
着
工
す
る
ほ
か
、「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
か
さ
ま
」
が
開
業
す
る
な
ど
、
都
市
基

盤
の
整
備
に
向
け
た
大
き
な
変
化
の
年
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
の

充
実
を
図
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
稲
田
中
学

校
の
体
育
館
の
建
築
工
事
に
着
工
し
ま
す
。

市
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま

し
て
は
、
価
値
観
が
多
様
化
し
た
今
日
、
行

政
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
課
題
や
、
市

民
活
動
が
独
自
に
提
起
す
る
社
会
的
課
題
に

対
し
、
市
民
が
「
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
私
た

ち
自
身
が
、
私
た
ち
の
た
め
に
創
る
」
と
い

う
市
民
自
治
を
目
指
す
た
め
に
も
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
体
と
し
て
、
市
民
の
市
政
参
加
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
市
発
展

の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
市
政
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
「
市

民
協
働
」
が
不
可
欠
で
す
。
昨
年
再
編
さ
れ

た
「
か
さ
ま
を
よ
く
す
る
市
民
会
議
」
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

や
苦
情
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
処
理
し
、
消

費
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、「
笠
間
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
も
、
市
民
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
、
未
来
に
夢
と
希
望
が
持

て
る
笠
間
市
を
つ
く
る
た
め
、
市
民
並
び
に

議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
政
運
営
方

市
政
運
営
方
針�

市
政
運
営
方
針�

平成17年度　施政方針�平成17年度　施政方針�
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本
年
度
は
、
第
二
次
拡
張
事
業
第
2

期
工

事
の
4

年
目
を
迎
え
、
配
水
管
網
の
整
備
と

水
道
加
入
を
促
進
し
な
が
ら
、
安
全
な
水
の

安
定
的
な
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
老
朽
管
更
新
事
業
を
促

進
し
、
有
収
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
と
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活

環
境
の
実
現
を
目
指
し
、
そ
の
普
及
促
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
本
年
度
は
、
現

事
業
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
た
め
、
計

画
区
域
を
拡
大
し
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
区
域
内
の
水
洗
化
率
の
向

上
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
は
、
本

年
度
に
施
設
が
完
成
し
、
開
業
の
運
び
と
な

り
ま
す
。
笠
間
市
は
、
同
施
設
で
ご
み
処
理

を
行
い
、
県
及
び
事
業
団
と
と
も
に
、
施
設

の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
地
域
振
興
事
業
の
充
実
な
ど
、
基
本
協

定
書
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
、
処
理
費
用
の

節
減
は
、
自
治
体
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
解

決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

加
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
相
談
業
務
や
障

害
者
同
士
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
機
会

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
支
援
費
制
度
定
着
の
た
め
、
障
害

者
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
、
き
め
の
細

か
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や
か
に

生
ま
れ
、
そ
し
て
元
気
に
成
長
し
て
い
け
る

よ
う
な
、
安
全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
、
市
民
と
協
働
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、「
笠
間

市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
の
施
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
笠
間
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
本
年
度
か
ら
、
小
学
4

年
生
を
受
け

入
れ
ま
す
。

活
習
慣
病
が
増
え
た
結
果
、
認
知
症
（
痴
ほ

う
）
や
寝
た
き
り
と
い
っ
た
要
介
護
状
態
に

な
る
人
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
の
た
め
の
各
種

検
診
を
行
う
ほ
か
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
向

け
た
健
康
教
育
、
相
談
・
指
導
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
「
か
さ
ま
を
よ
く
す
る
市

民
会
議
」
や
各
種
団
体
と
協
働
し
、
健
康
づ

く
り
や
疾
病
の
予
防
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
次
世
代
育
成
の
た
め
、
安
心
し

て
出
産
や
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
母
子
保
健

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
乳
幼

児
の
医
療
費
助
成
は
、
従
来
、
3

歳
未
満
児

が
対
象
で
し
た
が
、
本
年
度
4

月
か
ら
、
未

就
学
児
ま
で
無
料
と
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
な
ど
す
べ
て

の
市
民
が
、
健
や
か
に
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
共
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
向
け
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と
、
健
康
づ
く

り
や
寝
た
き
り
予
防
の
た
め
の
介
護
予
防
・

生
活
支
援
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度
改
正
を
見

据
え
、
介
護
給
付
の
適
正
化
と
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
図
り
、
介
護
予
防
を
軸
と
し
た

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
生
活
支
援

事
業
を
実
施
し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

今月1月に実施された石井地区（13・13-1区）の資源ごみ回収

障害者の触れ合いの輪を広げようと行われた「みんなの音楽祭」

今年8月の操業に向けて工事が進む「エコフロンティアかさま」（写真：溶融施設）
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事
業
の
積
極
的
な
活
用
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
行
政
と
市
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
自
ら
が
ま
ち

づ
く
り
の
研
究
と
実
践
を
行
う
「
ま
ち
づ
く

り
教
室
」
を
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

「
来
栖
寺
崎
線
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
関
係
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
用
地

を
取
得
し
、
早
期
完
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
継
続
事
業
の
「
箱
田
寺
崎
線
」
の
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
外
環
道

路
と
な
る
「
才
木
友
部
線
」
の
用
地
取
得
に

着
手
し
、
早
期
完
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
部
開
通
し
た
国
道
3

5

5

号
笠
間
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
は
、
県
と
一
体
と
な
り
、
全

線
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

県
道
に
つ
い
て
は
、
継
続
事
業
の
「
稲
田

友
部
線
」「
土
浦
笠
間
線
」「
真
端
水
戸
線
」

「
富
谷
稲
田
線
」「
日
立
笠
間
線
の
バ
イ
パ
ス
」

の
事
業
促
進
と
、「
宇
都
宮
笠
間
線
の
笠
間

大
橋
」
の
架
け
替
え
工
事
の
早
期
完
成
を
、

県
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

県
事
業
の
涸
沼
川
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
水

戸
線
の
下
流
部
の
整
備
を
、
沿
線
市
町
村
と

協
力
し
、
国
・
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
、
片
庭
川
の
整
備
促
進
を
、
引
き
続

き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

物
流
と
情
報
の
大
動
脈
で
あ
る
「
北
関
東

自
動
車
道
」
は
、「
南
指
原
川
橋
梁
工
事
」

大
規
模
な
地
震
災
害
が
地
球
規
模
で
頻
発
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
、
効
果
的
な

消
火
、
救
助
、
救
急
活
動
が
で
き
る
防
災
体

制
の
確
立
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
初

期
消
火
や
救
助
活
動
に
は
市
民
の
役
割
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
、
地
域
に
お

け
る
自
主
防
災
組
織
等
を
主
体
と
し
た
防
災

訓
練
を
実
施
し
、
防
災
体
制
の
認
識
を
深
め
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

全
体
の
4

割
を
占
め
る
高
齢
者
の
死
亡
事

故
に
対
し
、
警
察
署
や
交
通
関
係
団
体
と
連

携
し
て
、
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
生
活
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
各
市
民
団

体
と
の
協
働
に
よ
る
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
や
架
空
請
求
等
に
対

応
す
る
た
め
、
笠
間
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
啓
発
や
相
談
窓
口
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
人
権
相
談
や
結

婚
相
談
に
つ
い
て
も
、
窓
口
を
定
期
的
に
開

設
し
、
問
題
の
解
決
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
総
合
窓
口
課
が
設
置
さ

れ
、
戸
籍
の
電
算
化
も
完
了
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

本
市
の
歴
史
や
文
化
を
生
か
し
た
土
地
利

用
や
景
観
形
成
を
考
慮
し
、
生
垣
設
置
補
助

減
量
化
と
資
源
化
を
基
本
に
、
16
年
度
に

ス
タ
ー
ト
し
た
収
集
体
制
の
徹
底
を
市
民
と

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
可
燃
ご
み
の
多
く
の
割
合
を
占
め

る
生
ご
み
対
策
と
し
て
、
補
助
制
度
の
継
続

と
、
小
学
校
に
生
ご
み
処
理
機
を
設
置
し
て
、

給
食
の
食
べ
残
し
の
た
い
肥
化
を
図
り
ま
す
。

環
境
美
化
モ
デ
ル
地
区
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
地
域
と
連
携
し
て
、
ご
み
が
捨
て
ら

れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
へ
豊
か
な
環
境
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
、
環
境
保

全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
環
境
チ
ケ
ッ
ト

運
動
に
つ
い
て
は
、
市
民
一
体
の
運
動
と
し

て
確
立
す
る
よ
う
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

涸
沼
川
な
ど
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に

つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
や
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
整
備
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
ぬ
ま
」
を
活
用
し
な
が

ら
、
水
質
浄
化
の
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
、
南
小
学
校
で
行
っ
て
き

た
「
環
境
学
習
モ
デ
ル
事
業
」
は
、
引
き
続

き
、
箱
田
小
学
校
で
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
は
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
災
害
や

石井神社前までの430m区間が開通した国道355号笠間バイパス 南小学校5年生学芸員による「環境学習」の研究発表
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進
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と
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、
各
種
相
談
窓
口

を
充
実
さ
せ
、
児
童
生
徒
の
不
安
や
ス
ト
レ

ス
の
解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

大
阪
で
は
、
学
校
内
で
、
不
審
者
に
よ
る

殺
傷
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
、
子
ど
も

た
ち
を
い
か
に
守
る
か
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
警
察
、

教
育
委
員
会
、
学
校
が
一
体
と
な
り
、
対
策

を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

懸
案
で
あ
っ
た
稲
田
中
学
校
の
体
育
館
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
工

事
に
着
工
し
ま
す
。

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
障
害

児
教
育
に
取
り
組
み
、
発
育
段
階
に
応
じ
た

教
育
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
に
配
置
し
て
い
た
英
語
指
導
助
手
を
幼

稚
園
に
も
配
置
し
、
早
く
か
ら
英
語
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
調
理
業
務

の
民
間
委
託
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
衛
生

管
理
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
学
校
と

連
携
し
て
「
食
」
に
関
す
る
指
導
を
充
実
さ

せ
、
児
童
生
徒
が
楽
し
く
、
安
心
し
て
食
べ

ら
れ
る
学
校
給
食
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
実
現

す
る
施
設
と
し
て
、
昨
年
、
図
書
館
と
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。
各
施
設
が
よ

り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
る
よ

う
、
運
営
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

価
値
観
の
多
様
化
、
情
報
の
氾
濫
、
規
範

意
識
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
青
少
年
の
健
全
育

成
と
社
会
環
境
の
浄
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
学
ん

笠
間
駅
か
ら
笠
間
稲
荷
神
社
ま
で
の
「
荒

町
駅
前
線
」
に
つ
い
て
は
、
安
全
か
つ
快
適

な
歩
行
空
間
を
形
成
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
3

5

3

戸
の
維

持
管
理
と
、
家
賃
滞
納
者
に
対
す
る
指
導
を

徹
底
し
、
健
全
な
管
理
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
福
原
地
内
に
22
戸
の
市
営
住
宅
が

完
成
し
、
本
年
度
は
、
Ｒ
Ｃ
造
3

階
建
1

棟

12
戸
の
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

県
営
住
宅
は
、
4

棟
60
戸
が
完
成
し
、
昨

年
度
で
全
体
計
画
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
活
用
を
視
野

に
入
れ
、
よ
り
経
済
的
な
市
営
住
宅
施
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
心
の
教
育
へ
の

取
組
や
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
の
定
着

を
図
る
な
ど
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
向

け
た
指
導
を
行
い
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
し
て
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
児
童
生
徒
の

学
力
向
上
に
向
け
て
、
な
お
一
層
の
き
め
細

や
か
な
学
習
指
導
を
図
る
た
め
、
教
科
指
導

補
助
員
を
配
置
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
凶
悪
事
件
が
低
年
齢
化
す
る
中
、

い
じ
め
や
不
登
校
、
虐
待
な
ど
の
未
然
防
止

「
福
原
高
架
橋
工
事
」「
唐
桶
山
ト
ン
ネ
ル
工

事
」、
そ
し
て
本
戸
・
福
原
地
区
の
工
事
用

道
路
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
工
事
発
注
率
は

ほ
ぼ
1

0

0

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
道
路
公
団
・
県
と
連
携
し
、
地
元

の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
事
業
の
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

現
在
整
備
中
の
笠
間
芸
術
の
森
公
園
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
の
広
場
な
ど
の
野
外
活
動

空
間
の
整
備
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
施

設
全
体
の
利
用
促
進
と
魅
力
あ
る
公
園
づ
く

り
を
心
掛
け
、
年
間
を
通
し
た
来
園
者
の
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

4月で開館1周年を迎えた笠間市立図書館

陶炎祭（ひまつり）の会場としてにぎわう笠間芸術の森公園

福原地内に完成した市営住宅（RC造3階建・22戸）

教

育

・

文

化

５．義
務
教
育
等
の
充
実

∏

生

涯

学

習

の

推

進

π

芸
術
の
森
公
園
整
備

Ω

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
備

æ
市
営
住
宅
及
び
住
宅
団
地
の
整
備

ø

か
ら
お
け
や
ま
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自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
参
画
し
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

う
、
豊
か
で
活
力
あ
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
・
事
業
者
・
国
・

県
・
近
隣
市
町
村
・
関
係
機
関
と
の
協
働
に

努
め
、
情
報
収
集
と
発
信
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
意
識
調
査
を
実

施
し
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
や
生

活
実
態
等
を
総
合
的
に
と
ら
え
、
計
画
の
見

直
し
を
図
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

個
人
情
報
は
、
一
度
誤
っ
た
取
扱
い
方
を

さ
れ
る
と
、
個
人
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
国
で
は
、

官
民
を
通
じ
た
個
人
情
報
保
護
の
基
本
理
念

を
定
め
た
「
個
人
情
報
保
護
法
」
が
制
定
さ

れ
、
本
年
4

月
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
、「
笠
間
市
個
人
情
報
保
護
条

例
」
に
基
づ
き
、
適
正
な
管
理
執
行
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、

更
な
る
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

市
内
事
業
者
や
市
民
に
対
し
、
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
ほ
か
、
事
業
者
と
個
人
間
に
生
じ
た

苦
情
処
理
あ
っ
せ
ん
の
た
め
の
相
談
窓
口
を

設
置
す
る
な
ど
、
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

近
年
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

特
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
合
併
の
推
進
に

全
力
を
傾
け
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
並
び
に
議
員
各
位
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ン
観
光
通
訳
ガ
イ
ド
事
業
な
ど
の
文
化
交
流

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人
に
対
し
、

地
域
情
報
の
提
供
を
行
う
な
ど
、
多
様
な
価

値
観
に
基
づ
く
、
豊
か
で
平
和
な
社
会
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
5

年
計
画

で
進
め
て
き
た
第
3

次
行
財
政
改
革
の
最
終

年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
計
画
の
目
標

達
成
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地

方
交
付
税
の
削
減
と
い
っ
た
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
効
率
的

な
行
政
運
営
の
推
進
を
目
指
し
、
新
た
な
行

政
改
革
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、「
笠
間
市
・

友
部
町
・
岩
間
町
合
併
協
議
会
」
に
お
い
て
、

新
市
の
円
滑
な
行
政
運
営
の
確
保
と
各
地
域

の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
審
議
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
「
住
み
よ
い
ま
ち
　
訪
れ
て
よ
い

ま
ち
　
笠
間
市
」
を
目
指
し
て
、
審
議
・
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
3

市
町
の
合
併
に
向
け

て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
充
分
に
発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
識
と
行

動
が
、
男
女
を
問
わ
ず
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

だ
こ
と
は
、「
助
け
合
い
や
触
れ
合
い
が
い

か
に
大
切
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
市
内

12
か
所
の
公
民
館
を
地
域
の
触
れ
合
い
の
拠

点
と
し
、
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
笠
間
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
」
を
策
定
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会

の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

日
常
生
活
に
お
い
て
、
外
国
の
文
化
や
習

慣
の
違
い
を
お
互
い
が
理
解
し
、
認
識
し
あ

う
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

本
市
で
は
、
10
周
年
を
迎
え
た
「
笠
間
市

国
際
交
流
協
会
」
を
中
心
に
、
国
際
交
流
活

動
が
着
実
に
広
が
り
を
見
せ
、
外
国
語
講
座

を
は
じ
め
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

研
修
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
、
ホ
ー
ム
タ
ウ

男女共同参画の推進に向けて行われた意見交換会

笠間市国際交流協会主催による、外国人の「茶の湯」体験

総合公園管理棟で開かれた第1回合併協議会

行
　
　
　
　
　
　
政

６．行
財
政
改
革
の
推
進

∏

市
町
村
合
併
の
推
進

π

個
人
情
報
保
護
の
対
策

ª

国

際

交

流

の

推

進

∫

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

∫
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平成 17 年度予算額は�平成 17 年度予算額は�
177億 819万 4千円�177億 819万 4千円�

▲一　般　会　計�
▲国民健康保険特別会計�
▲老人保健特別会計�
▲介護保険特別会計�
▲笠間地方介護認定審査会特別会計�
▲笠間クラインガルテン特別会計�
▲水道事業会計�

96 億 2,300 万円�
27 億 3,800 万円�
26 億 6,600 万円�
15 億円�
　　　1,983 万 2 千円�
　　　7,340 万円�
10 億 8,796 万 2 千円�

抜
粋�

予
算
編
成
方
針

予
算
編
成
方
針

�

予
算
編
成
方
針

�

一般会計96億2,300万円の内訳�

歳　出�
96億2,300万円�

（100%）�

歳　入�
96億2,300万円�

（100%）�

民生費�
23億7,323万3千円�
（24.7%）�

教育費�
15億8,761万円�
（16.5%）�

土木費�
11億9,267万�
4千円�
（12.4%）�

　衛生費�
10億2,664万�
9千円�
　（10.6%）�

総務費�
9億5,741万6千円�
（9.9%）�

公債費�
9億4,283万7千円�
（9.8%）�

消防費�
5億1,771万円（5.4%）�

農林水産業費�
3億5,869万4千円（3.7%）�

商工費�
2億6,923万8千円（2.8%）�

諸支出金�
2億2,045万5千円（2.3%）�

その他�
1億7,648万4千円（1.9%）�

繰入金�
3億9,131万7千円（4.1%）�

県支出金�
3億2,729万4千円（3.4%）�

諸収入�
3億1,923万3千円（3.3%）�

地方消費税交付金�
2億6,300万円（2.7%）�

地方譲与税�
3億500万円（3.2%）�

使用料及び手数料�
1億7,909万9千円（1.9%）�

繰越金�
1億円（1.0%）�

その他�
4億1,563万円�
（4.3%）�

地方交付税�
29億7,000万円�
（30.9%）�

市税�
27億6,515万円�
（28.7%）�

国庫支出金�
8億4,367万�
7千円�
　（8.8%）�

市債�
7億4,360万円�
（7.7%）�

　
我
が
国
の
経
済
は
、
一
部
に
弱
い
動
き
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
企
業
部
門
が
引
き
続
き
堅
調
な
中
、
雇
用
環
境
が

持
ち
直
す
動
き
も
見
ら
れ
、
民
間
需
要
中
心
の
回
復
が
続

く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
国
は
、
2

0

1

0

年
代
初
頭
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒

字
化
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め

の
「
改
革
断
行
予
算
」
と
い
う
基
本
路
線
を
継
続
し
、
歳

出
改
革
路
線
を
堅
持
・
強
化
す
る
予
算
編
成
を
し
て
い
ま
す
。�

　
市
町
村
で
は
、
地
方
税
収
入
の
見
込
み
が
厳
し
い
中
で
、

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
推
進
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
自
主
的
に
選
択
で
き
る
幅
を
拡
大
さ
せ
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
本
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
歳
入
の
中
心
を

占
め
る
市
税
・
地
方
交
付
税
を
合
わ
せ
た
伸
び
が
見
込
め

な
い
中
、
自
立
し
た
市
政
運
営
を
目
指
し
て
、
受
益
者
負

担
の
原
則
に
立
ち
返
り
、
歳
入
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。�

　
歳
出
面
で
は
、
扶
助
費
や
公
債
費
等
が
年
々
増
加
す
る

中
、
補
助
金
を
は
じ
め
、
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
行

い
、
歳
出
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
の
必
要

性
や
緊
急
性
、
効
果
を
精
査
・
検
証
し
た
上
で
効
率
的
な

配
分
に
徹
し
、
稲
田
中
学
校
体
育
館
建
設
を
は
じ
め
、
生

活
環
境
整
備
に
重
点
を
置
い
た
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。�

1

．
一
般
会
計
予
算�

　
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
96
億
2

千
3

0

0

万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
5

・
4

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
、

金
額
に
し
て
5

億
4

千
5

0

0

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

2

．
特
別
会
計
予
算
・
企
業
会
計
予
算�

　
特
別
会
計
予
算
・
企
業
会
計
予
算
は
、
6

会
計
の
総
額

80
億
8

千
5

1

9

万
4

千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

較
し
て
0

・
3

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

◎
一
般
会
計
予
算
と
特
別
会
計
予
算
・
企
業
会
計
予
算
を

合
わ
せ
た
平
成
17
年
度
の
当
初
予
算
総
額
は
、
1

7

7

億

8

1

9

万
4

千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
5

億
6

千
6

3

0

万
5

千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。�
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92,027円�

320,265円�
※2月末日現在の�
人口 30,047人で�
計算しました。�

市
民
一
人
当
た
り
に�

　
　
　
　  

　

使
わ
れ
る
お
金�

今年度の主な事業と予算�

＊稲田中学校体育館建設�

�

＊緊急地方道路整備�

　・箱田寺崎線�

　・来栖寺崎線�

　・福原本戸線�

　・才木友部線�

＊公営住宅建設�

　・福原住宅団地�

＊コミュニティ道路整備�

�

＊浄化槽設置整備�

4億800万円�

�

7，377万円�

4，604万円�

3，000万円�

1億1，241万円�

�

1，436万円�

�

7，558万円�

4，070万円�

＊県単林道開設�

　・本戸前山線�

＊県単土地改良�

　・吹上地区�

　・稲田地区�

＊ほ場整備�

　・箱田東部地区�

　・本戸地区�

　・箱田中央地区�

＊中山間地域総合整備�

　・南指原地区�

1，882万円�

�

1，030万円�

315万円�

2，105万円�

1，306万円�

1，189万円�

�

853万円�

＊公民館施設整備�

＊一般道路新設改良�

�

＊一般道路舗装�

＊市単土地改良�

＊給食センター整備�

2，452万円�

�

4，874万円�

351万円�

200万円�

�

700万円�

【国庫補助事業】� 【県補助事業】� 【単独事業】�

【県営事業負担金】�

農林水産業費�

そ　の　他�

11,938円�

特別土地保有税�

133円�

8,169円� 31,379円� 52,837円� 17,230円� 39,694円� 8,961円�

34,168円� 78,984円� 31,864円� 5,041円�

衛　生　費�

公　債　費� 教　育　費� 消　防　費� 土　木　費� 商　工　費�

3,062円� 1,564円� 6,190円� 50,246円� 30,832円�

都市計画税� 軽自動車税� 市たばこ税� 固定資産税� 市　民　税�

民　生　費� 総　務　費� 議　会　費�

市

民

一

人�
当

た

り

が�

納
め
る
お
金�



10

全
国
の
15
歳
未
満
の
子
ど
も
の

数
は
、
現
在
約
1

千
7

8

0

万
人
。

人
口
全
体
に
占
め
る
そ
の
割
合
は
、

13
・
9

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
数
・
割

合
と
も
に
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

笠
間
市
で
も
、
昭
和
60
年
を
ピ

ー
ク
に
、
子
ど
も
の
数
の
割
合
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
16
年
に

は
13
・
2

パ
ー
セ
ン
ト
と
、
年
々
、

少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
と
、
次
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
労
働
力
人
口
の
減
少
と
経
済
成

長
へ
の
影
響

②
社
会
保
障
負
担
等
の
増
加
に
よ

る
国
民
生
活
へ
の
影
響

③
家
族
形
態
が
変
化
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
る
家
庭
生
活
へ
の
影
響

④
子
ど
も
同
士
の
交
流
の
機
会
の

減
少
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
生

活
へ
の
影
響

⑤
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
地

域
社
会
の
変
容

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
父
母
や
そ
の

他
の
保
護
者
が
、
子
育
て
に
第
一

義
的
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を

基
本
と
し
、
市
全
体
、
そ
し
て
地

域
全
体
で
、
子
育
て
や
子
ど
も
の

自
立
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
、

平
成
17
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

10
年
間
と
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会

経
済
情
勢
や
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
、
笠
間
市
に
お
け
る

状
況
の
変
化
等
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
平
成
21
年
度
ま
で

の
5

年
間
を
前
期
計
画
と
し
て
策

定
し
、
以
降
、
平
成
22
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
を
後
期
計
画
と
し
て
、

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

少
子
化
の
現
状

計
画
の
目
的

計
画
の
期
間

少
子
化
の
影
響

0
5,000
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000

H16年�H12年�H7年�H2年�S60年�

総人口� 年少人口（15歳未満）� 年少人口割合�

総人口と年少人口割合の推移�

31,540 30,811 30,337 30,076 29,673

6,636 5,749 4,955 4,242 3,917

21.0

18.7

16.3
14.1 13.2

（人）�

（資料：常住人口調査）�

「かさまっ子未来プラン」は、笠間市次世代育成支援行動計画の通称。笠間市では、急速な少子化

の進行などを踏まえ、次代の社会を担う子どもたちが、健やかに生まれ育つ環境を整備するため

に制定された「次世代育成支援対策推進法」に基づき、将来を見据えた行動計画を策定しました。
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子
ど
も
向
け
公
園
の
設
置

芸
術
の
森
公
園
で
、
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
公
園
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成

住
民
が
主
体
に
な
り
、
市
内
各

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る

情
報
を
掲
載
し
た
福
祉
マ
ッ
プ
を

問
合
せ
先
▼
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
Ｇ
@
内
線
1

4

4

笠
間
市
で
は
、
三
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
、
保
健
・
福
祉
・
教
育
な
ど

幅
広
い
分
野
か
ら
、
1

6

2
の
事
業
を
示
す
と
と
も
に
、「
笠
間
市
次
世

代
育
成
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」
や
「
笠
間
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
策
定
協
議
会
」
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
、
新
規
事
業

や
重
点
項
目
を
示
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、
地

域
・
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

休
日
保
育
の
推
進

休
日
に
働
く
保
護
者
が
安
心
し

て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
場
を
確

保
し
、
休
日
保
育
を
推
進
し
ま
す
。

病
後
時
保
育
の
推
進

病
気
回
復
期
に
あ
る
乳
幼
児
を
、

保
育
所
等
で
一
時
的
に
保
育
す
る

病
後
時
保
育
を
推
進
し
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
推
進

保
護
者
が
疾
病
等
で
保
育
が
困

難
な
場
合
、
児
童
養
護
施
設
等
で

児
童
を
一
時
的
に
預
か
る
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

つ
ど
い
の
広
場
事
業
の
推
進

子
育
て
中
の
親
子
が
、
気
軽
に

相
談
・
交
流
・
情
報
交
換
で
き
る

場
を
設
置
し
ま
す
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
評
価
制
度
の
推
進

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
つ
い
て
、

第
三
者
機
関
が
評
価
す
る
制
度
を

推
進
し
ま
す
。

総
合
支
援
体
制
の
整
備

子
育
て
関
連
事
業
に
お
け
る
情

報
の
一
元
化
、
窓
口
の
一
本
化
を

図
り
、
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

保
育
所
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

開
所
時
間
の
11
時
間
を
超
え
て

行
わ
れ
る
延
長
保
育
や
、
保
護
者

の
急
病
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保
育

が
困
難
な
場
合
に
、
児
童
を
預
か

る
一
時
保
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

保
護
者
が
労
働
等
で
昼
間
家
庭

に
い
な
い
場
合
の
、
放
課
後
児
童

対
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実

乳
幼
児
の
保
育
や
送
迎
等
の
援

助
を
受
け
た
い
人
と
行
い
た
い
人

が
会
員
に
な
り
、
お
互
い
に
援
助

し
合
う
会
員
組
織
の
事
業
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

保
育
所
に
お
い
て
、
専
門
職
員

が
育
児
支
援
を
行
う
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

企
業
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
普
及
啓
発

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援

す
る
た
め
の
広
報
や
啓
発
、
情
報

提
供
な
ど
に
よ
っ
て
、
事
業
主
に

働
き
掛
け
て
い
き
ま
す
。

作
成
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
・
声
掛
け
運
動
の
推
進

地
域
住
民
が
あ
い
さ
つ
・
声
掛

け
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
や

さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

防
犯
対
策
の
推
進

地
域
や
関
係
機
関
が
連
携
し
た

防
犯
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

お
父
さ
ん
の
子
育
て
手
帳
の
配
布

初
め
て
父
親
に
な
る
方
に
、
妊

娠
・
出
産
・
育
児
の
知
識
や
情
報

を
記
載
し
た
手
帳
を
配
布
し
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
及
び
相
談
事
業
の
充
実

乳
幼
児
健
診
受
診
率
の
向
上
と

相
談
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
支
給

乳
幼
児
医
療
費
支
給
の
対
象
年

齢
の
引
上
げ
を
行
い
ま
す
。

小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の
充
実

肥
満
等
の
ハ
イ
リ
ス
ク
児
に
対

し
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

思
春
期
相
談
窓
口
の
充
実

思
春
期
に
お
け
る
心
身
の
健
康

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
談
窓
口
の
充

実
及
び
そ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

母
子
家
庭
等
の
親
の
自
立
、
就
業
支
援

母
子
家
庭
等
の
親
の
自
立
、
就

業
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
に
よ

る
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
相

談
で
き
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
通

話
料
無
料
）
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

障
害
児
保
育
事
業
の
充
実

保
育
所
と
幼
稚
園
の
全
施
設
で
、

障
害
を
有
す
る
児
童
を
受
け
入
れ

る
な
ど
、
健
常
児
と
の
統
合
保
育

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
1

◇
い
き
い
き
と
子
ど
も
を
育
て
る
ま
ち

基
本
目
標
2

◇
す
く
す
く
と
子
ど
も
が
生
ま
れ
育
つ
ま
ち

基
本
目
標
3

◇
に
こ
に
こ
と
子
ど
も
を
つ
つ
む
ま
ち

（基本理念）未来につなげ、次代の夢�

《新規事業と重点項目》�

～笑顔があふれるまちをつくろう～�

げんきに生まれ、げんきに育てかさまっ子�
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保
育
時
間
／

月
〜
金
曜
日
▽
8

時
〜
16
時

土
　
曜
　
日
▽
8

時
〜
12
時

保
育
期
間
▼
月
に
7

日
以
内

負
担
金
▼
一
日
当
た
り
2
0
0
0
円

申
込
方
法
▼
福
祉
事
務
所
に
備
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
同
所
へ
事
前
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
緊
急
時
は
、
電
話
で
次
へ
。

問
合
せ
先
▼
福
祉
事
務
所
社
会
福

祉
Ｇ
@
内
線
1

4

2

て
ら
ざ
き
保
育
所
@（
72
）
0

2

5

4

く
る
す
保
育
所
@（
72
）
0

5

6

3

い
な
だ
保
育
所
@（
74
）
2

3

0

4

保
育
士
に
よ
る
子
育
て
相
談
や
、

親
同
士
の
交
流
、
親
子
で
楽
し
め

る
遊
び
場
の
提
供
な
ど
、
地
域
で

の
子
育
て
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
在
宅
の
就
学
前
の
児
童

と
そ
の
保
護
者

ふ
れ
あ
い
広
場
（
4
月
18
日
〜
）

開
設
場
所
▼
い
な
だ
保
育
所

実
施
日
時
▼
毎
週
月
・
金
曜
日
の

9

時
〜
11
時
30
分

利
用
料
▼
無
料

育
児
相
談

開
設
場
所
▼
て
ら
ざ
き
保
育
所
・

く
る
す
保
育
所
・
い
な
だ
保
育
所

実
施
日
時
▼
毎
週
火
・
水
・
木
曜

日
の
9

時
〜
16
時

利
用
料
▼
無
料

問
合
せ
先
▼
て
ら
ざ
き
保
育
所
・

く
る
す
保
育
所
・
い
な
だ
保
育
所

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な

ど
で
、
一
時
的
に
保
育
で
き
な
い

と
き
、
保
護
者
に
替
わ
っ
て
、
保

育
所
で
お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま
す
。

対
象
者
▼
就
学
前
の
児
童

開
設
場
所
▼
て
ら
ざ
き
保
育
所
、

く
る
す
保
育
所
、い
な
だ
保
育
所

子
育
て
を
し
て
い
る
親
同
士
の

交
流
の
場
所
や
、
親
子
で
楽
し
め

る
遊
び
場
、
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
が
で
き
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

対
象
者
▼
在
宅
の
就
学
前
の
児
童

と
そ
の
保
護
者

開
設
場
所
▼
く
る
す
保
育
所
ほ
か

実
施
日
時
▼
毎
週
水
曜
日
の
9

時

か
ら
12
時
ま
で
の
間
に
、
自
由

に
来
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
▼
無
料

※
日
に
よ
っ
て
、
場
所
の
変
更
や

休
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
報
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
福
祉
事
務
所
社
会
福

祉
Ｇ
@
内
線
1

4

4

地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
協
力

の
下
、
会
員
組
織
で
子
育
て
を
援

助
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

対
象
者
▼
次
の
子
育
て
支
援
を
受

け
た
い
方

☆
乳
幼
児
等
の
保
育

☆
保
育
施
設
か
ら
の
送
迎

☆
そ
の
他
の
育
児
援
助
活
動

実
施
場
所
▼
利
用
会
員
宅
・
協
力

会
員
宅

利
用
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
の
9

時

〜
17
時
（
時
間
外
で
も
協
力
会

員
と
の
調
整
で
利
用
が
可
能
）

利
用
料
▼
1
時
間
当
た
り
6
0
0
円

※
時
間
外
は
1

時
間
当
た
り
8
0

0
円

問
合
せ
先
▼
社
会
福
祉
協
議
会

@（
73
）
0

0

8

4

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ひ
ま
わ
り
」
で

も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
@（
74
）
2

6

1

7

（
菊
地

な
か
会
長
宅
）

`
地
域
の
み
ん
な
で
子
育
て
a

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
子
ど

も
や
親
同
士
が
触
れ
合
っ
た
り
、

相
談
し
合
っ
た
り
す
る
場
で
す
。

開
設
場
所
▼
み
な
み
公
民
館

開
設
日
時
▼
毎
月
第
3

木
曜
日
の

9

時
〜
11
時
30
分

利
用
料
▼
無
料

問
合
せ
先
▼
更
生
保
護
女
性
会

@（
72
）
1

4

7

7

（
甲
斐

邦

子
会
長
宅
）

お
子
さ
ん
に
関
す
る
悩
み
や
児

童
本
人
の
悩
み
に
関
す
る
相
談
に
、

家
庭
児
童
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

対
象
者
▼
児
童
と
そ
の
保
護
者
等

開
設
場
所
▼
福
祉
事
務
所
内
「
家

庭
児
童
相
談
室
」

開
設
日
時
▼
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
の
13
時
〜
17
時

利
用
料
▼
無
料

問
合
せ
先
▼
家
庭
児
童
相
談
室
@

内
線
3

3

0

福
祉
事
務
所
社

会
福
祉
Ｇ
@
内
線
1

4

2

お
子
さ
ん
に
関
す
る
悩
み
や
児

童
本
人
の
悩
み
に
関
す
る
相
談
に
、

児
童
相
談
所
の
職
員
等
が
応
じ
ま

す
。
ま
た
、
児
童
の
療
育
手
帳
の

判
定
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
▼
児
童
と
そ
の
保
護
者
等

開
設
場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

開
設
日
時
▼
奇
数
月
の
第
3

金
曜

日
の
10
時
〜
16
時
（
予
約
制
）

利
用
料
▼
無
料

問
合
せ
先
▼
福
祉
事
務
所
社
会
福

祉
Ｇ
@
内
線
1

4

2

お
子
さ
ん
の
成
長
や
食
生
活
、

歯
科
衛
生
な
ど
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

開
設
場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

開
設
日
時
▼
毎
週
火
・
金
曜
日
の

9

時
〜
12
時
（
第
4

週
の
み
13

時
〜
16
時
）

※
歯
科
相
談
は
第
2

・
4

金
曜
日

利
用
料
▼
無
料

問
合
せ
先
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

@（
72
）
7

7

1

1

緊
急
保
育
サ
ー
ビ
ス

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
広
場

健
康
相
談

子
育
て
サ
ロ
ン

家
庭
児
童
相
談
室

地
域
児
童
相
談

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

子育てを応援しています�

ご利用ください　いろんなサービス�



日/曜� 行　　　　　　事� 相談�

育児�

教育�

予防接種・健診等� メモ欄�

休日救急医　9：00～17：00�
　　石本病院　@7 2 - 4 0 5 1

1歳6か月児健診�
　 受　付é13：00～13：10�
　 対象児éH15.10.11～11.10生まれ�

ポリオ与薬　受付é13：00～13：30

両親学級④　10：00～12：00�
機能アップ教室　9：30～15：30�
ポリオ与薬　受付é13：00～13：30

ひだまり（精神デイサービス）�
　　10：00～15：00

国際親善デー�

小満�

ペットボトル収集�
子育て広場 9：00～12：00�
　　くるす保育所 遊戯室（@福祉事務所 内線144）�

ふれあい広場 10：00～11：30�
　　いなだ保育所（@いなだ保育所）�

ふれあい広場 10：00～11：30�
　　いなだ保育所（@いなだ保育所）�

情報カレンダー�情報カレンダー�情報カレンダー�

13

_

見

や

す

い

所

に

は

っ

て

お

使

い

く

だ

さ

い

�

7 2 - 1 3 8 2

：心配ごと相談（ふれあい相談室）@0120－66－1134　毎週火曜 13～16時　社会福祉協議会　　　：健康相談 第 1 ～ 3 週火・金曜 9　　　 

：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）@73－0710 月～金曜 9～16時 笠間保健サービスセンター（学務課@内線261）  　　 ：　　　

　　：人権法務相談　毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課@内線117）　　　　　   ：県地域児童相談 奇数の月の第 3 金曜　　  　

相
談
記
号�

心配�

教育�

人権法務�

健康�

教育�

心配�

育児�

健康�

教育�

児童�

教育�

心配�

育児�

児童�

教育�

健康�

健康�

地域児童�

歯科�

問 合 せ 先 �
（市外局番）�
0296

◎保健センター @72－7711 
◎清掃センター @74－3800�
◎てらざき保育所 @72－0254

◎総合公園管理棟 @72－9330 
◎市民体育館 @72－2101 
◎くるす保育所 @72－0563

◎下水道組合�
◎広 域 斎 場�
◎いなだ保育所�

70－1313 
70－0011

70－3011 
72－2160 

17火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

先勝�

友引�

先負�

仏滅�

大安�

赤口�

先勝�

友引�

18

19

20

21

22

23

24

◎市　役　所 @72－1111�
◎中央公民館 @72－2100 
◎市立図書館 @72－5046

73－0084 
72－9222 
73－0058

月�

相談  は、下段一覧を�
　　　　　ご参照ください。�

笠間日動美術館�
「私を見つめる私の眼」展�
－ 70人の自画像と作品 －�
5月25日（水）まで�

笠間工芸の丘�

「新進作家陶芸展」�

4月28日（木）から5月29日（日）�

地域児童�

児童�

教育�

育児�

人権法務�

５�
平成17年�
May

皐 月�
さ つ き�



☆2月の回収量は、65,960㎏で、内訳は次のとおりです。�
資源物（紙類）回収にご協力をいただき、ありがとうございます。�

☆ごみ減量のため、今後ともよろしくお願いします。《環境課》�

予防接種・健診等の実施場所は、表示があ
る場合を除き、すべて保健センターです。�
　　   は、一覧表をご参照ください。�相談�

9 月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

大安�

赤口�

先勝�

友引�

先負�

仏滅�

大安�

赤口�

10

11

12

13

14

15

16

新聞紙 23,170㎏、雑誌類 28,210㎏、段ボール 14,580㎏�

7 3 - 0 1 1 1

7 2 - 7 7 7 7

7 2 - 0 1 7 7

7 2 - 2 1 2 1

7 2 - 9 9 1 7

日/曜� 行　　　　　　事� 相談� 予防接種・健診等� メモ欄�

情報カレンダー�情報カレンダー�

14

教育�

児童�

教育�

児童�

教育�

育児�

育児�

ふれあい広場 10：00～11：30�
　　いなだ保育所（@いなだ保育所）�

白色発泡トレイ収集�
子育て広場 9：00～12：00�
　　くるす保育所 遊戯室（@福祉事務所 内線144）�

ふれあい広場 10：00～11：30�
　　いなだ保育所（@いなだ保育所）�
ふれあい（心配ごと相談）巡回相談 10：00～12：00�
　　みなみ公民館（@社会福祉協議会）�

市民ソフトボール大会　15日・22日�
　　総合公園 多目的広場（@総合公園管理棟）�
市長杯バレーボール大会�
　　市民体育館（@総合公園管理棟）�

都市緑化祭・かさま元気村 10：00～15：00�
　　笠間芸術の森公園（@都市建設課 内線171）�

ふれあい広場 10：00～11：30�
　　いなだ保育所（@いなだ保育所）�

　　 　　～12時 第 4 火・金曜 13～16時 保健センター   　　　：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所@内線330）�

　　 　　 歯科相談 第 2 金曜 9～11時 第 4 金曜13～16時 保健センター　  　  ：児童相談 火・水・木曜 9～16時　各保育所�

　　　　10～16時 保健センター（福祉事務所@内線142要予約）�

育児�

児童�

72－1111
72－2100 
72－5046

72－7711 
74－3800�
72－0254

72－9330 
72－2101 
72－0563

@78－0851�
@72－7011�
@74－2304

é社会福祉協議会 @73－0084 
é観  光  協  会 @72－9222 
é笠間焼協同組合 @73－0058

é笠間工芸の丘 @70－1313 
é茨城県陶芸美術館 @70－0011

é笠間クラインガルテン @70－3011 
é笠間日動美術館 @7272－2160 
E-mailéinfo@city.kasama.ibaraki.jp

児童�

教育�

児童�

教育�

健康�

歯科�

健康�

教育�

心配�

育児�

休日救急医　9：00～17：00�
　　柳橋医院　@7 4 - 2 3 0 2

お誕生相談�
　　受　付é9：50～10：00�
　　対象児éH16.4.1～5.15生まれ�
機能アップ教室　13：00～15：30�
BCG接種　受付é13：00～13：30

離乳食教室�
　　受　付é9：50～10：00�
　　対象児éH17.1.1～1.30生まれ�
ポリオ与薬　受付é13：00～13：30

ひだまり（精神デイサービス）�
　　10：00～15：00

_

見

や

す

い

所

に

は

っ

て

お

使

い

く

だ

さ

い

看護の日�

沖縄本土復帰記念日　　家庭の日�

相談  は、下段一覧を�
　　　　　ご参照ください。�

�

愛鳥週間�



1 日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

先勝�

友引�

先負�

仏滅�

大安�

赤口�

先勝�

仏滅�

2

3

4

5

6

7

8

日/曜� 行　　　　　　事� 相談�

児童�

教育�

児童�

教育�

健康�

予防接種・健診等� メモ欄�

両親学級③　17：00～19：00

献血　3日～5日　　9：30～16：00�
　　笠間芸術の森公園�
休日救急医　9：00～17：00�
　　笠間耳鼻咽喉科　@7 3 - 0 1 1 1

休日救急医　9：00～17：00�
　　太田皮フ科　@7 2 - 7 7 7 7

休日救急医　9：00～17：00�
　　神里医院　@7 2 - 0 1 7 7

休日救急医　9：00～17：00�
　　河村医院　@7 2 - 2 1 2 1

休日救急医　9：00～17：00�
　　笠間眼科　@7 2 - 9 9 1 7

ふれあい広場 10：00～11：30�
　　いなだ保育所（@いなだ保育所）�

市長杯中学生軟式野球大会�
　　市民球場（@総合公園管理棟）�

ペットボトル収集�
ふれあい広場 10：00～11：30�
　　いなだ保育所（@いなだ保育所）�

情報カレンダー�情報カレンダー�情報カレンダー�

15

月�

：心配ごと相談（ふれあい相談室）@0120－66－1134　毎週火曜 13～16時　社会福祉協議会　　　：健康相談 第 1 ～ 3 週火・金曜 9　　　 

：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）@73－0710 月～金曜 9～16時 笠間保健サービスセンター（学務課@内線261）  　　 ：　　　

　　：人権法務相談　毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課@内線117）　　　　　   ：県地域児童相談 奇数の月の第 3 金曜　　  　

相
談
記
号�

心配�

教育�

人権法務�

健康�

地域児童�

歯科�

問 合 せ 先 �
（市外局番）�
0296

◎市　役　所 @72－1111�
◎中央公民館 @72－2100 
◎市立図書館 @72－5046

◎保健センター @72－7711 
◎清掃センター @74－3800�
◎てらざき保育所 @72－0254

◎総合公園管理棟 @72－9330 
◎市民体育館 @72－2101 
◎くるす保育所 @72－0563

◎下水道組合�
◎広 域 斎 場�
◎いなだ保育所�

73－0084 
72－9222 
73－0058

70－1313 
70－0011

70－3011 
72－2160 

7 4 - 2 3 0 2

_

見

や

す

い

所

に

は

っ

て

お

使

い

く

だ

さ

い

�

立夏　　端午�

旧4月1日　　母の日　　世界赤十字デー�

保健センター「健康相談」開催中！�
　第1～3週火・金é午前9時～11時�
　第 4 週 火 ・ 金é午後1時～4時�

陶炎祭（ひまつり）�

4月29日（金・祝）から5月5日（木・祝）�

笠間芸術の森公園　イベント広場�

笠間骨董我楽多市�

5月2日（月）から5日（木・祝）�

笹目駐車場�

大地の宴　笠間春市�

5月3日（火・祝）・4日（水・祝）�

旧 大町公園通り駐車場�

５�
平成17年�
May

皐 月�
さ つ き�

憲法記念日�

国民の休日�

こどもの日�

八十八夜�

第34回「つつじまつり」�

4月16日（土）から5月8日（日）�



7 2 - 4 0 5 1

世界禁煙デー�

日/曜� 行　　　　　　事� 相談� 予防接種・健診等� メモ欄�

情報カレンダー�情報カレンダー�
予防接種・健診等の実施場所は、表示があ
る場合を除き、すべて保健センターです。�
　　   は、一覧表をご参照ください。�相談�

16

〔ポ　リ　オ　与　薬〕�

日 月 火 水 木 金 土 �

3�

10�

17�

24

4�

11�

18�

25

�

5�

12�

19�

26

�

6�

13�

20�

27

�

7�

14�

21�

28

1�

8�

15�

22�

29

2�

9�

16�

23�

30

5月31日（火）�

税等納期限�

軽自動車税�

_

見

や

す

い

所

に

は

っ

て

お

使

い

く

だ

さ

い

1日（水）・10日（金）�

17 

年 

6
月�

ふれあい広場 10：00～11：30�
　　いなだ保育所（@いなだ保育所）�

ふれあい広場 10：00～11：30�
　　いなだ保育所（@いなだ保育所）�

小学生バレーボール大会�
　　市民体育館（@総合公園管理棟）�

紙パック収集�
子育て広場 9：00～12：00�
　　くるす保育所 遊戯室（@福祉事務所 内線144）�

休日救急医　9：00～17：00�
　　関医院　@7 2 - 1 3 8 2

機能アップ教室　9：30～15：30�
ポリオ与薬　受付é13：00～13：30

6～7か月児健診�
　 受　付é13：20～13：30�
　 対象児éH16.10.15～11.25生まれ�

2歳児歯科健診�
　 受　付é13：00～13：10�
　 対象児éH15.3.6～4.2生まれ�

　　 　　～12時 第 4 火・金曜 13～16時 保健センター   　　　：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所@内線330）�

　　 　　 歯科相談 第 2 金曜 9～11時 第 4 金曜13～16時 保健センター　  　  ：児童相談 火・水・木曜 9～16時　各保育所�

　　　　10～16時 保健センター（福祉事務所@内線142要予約）�

育児�

児童�

72－7711 
74－3800�
72－0254

72－9330 
72－2101 
72－0563

@78－0851�
@72－7011�
@74－2304

é笠間工芸の丘 @70－1313 
é茨城県陶芸美術館 @70－0011

é笠間クラインガルテン @70－3011 
é笠間日動美術館 @7272－2160 
E-mailéinfo@city.kasama.ibaraki.jp

……………全期�

28

29

30

31

27

26

25水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

先負�

仏滅�

大安�

赤口�

先勝�

友引�

先負�

児童�

教育�

児童�

教育�

児童�

教育�

育児�

児童�

教育�

健康�

歯科�

健康�

教育�

心配�

育児�

【 6 月の予防接種】�

72－1111
72－2100 
72－5046

é社会福祉協議会 @73－0084 
é観  光  協  会 @72－9222 
é笠間焼協同組合 @73－0058

保健センター「健康相談」開催中！�
　第1～3週火・金é午前9時～11時�
　第 4 週 火 ・ 金é午後1時～4時�

茨城県陶芸美術館�

没後25年「八木 一夫」展�

4月23日（土）から6月19日（日）�

笠間観光いちご狩り（笠間・南指原）�
入園料：4月é945円　5月é840円�
笠間クラインガルテン　@70-3133�
笠 間 み ん げ い　@72-9280�
笠 間 市 観 光 協 会　@72-9222



17

クーリング・オフの方法�クーリング・オフの方法�

　訪問販売のように、突然現れた販売員
の巧みな話術にのまれて、その場で契約
をしてしまい、後悔することがあります。
この制度は、指定商品を購入した場合、
書面で通知すれば無条件で契約を解除す
ることができるものです。�

　クーリング・オフは、すべての商品に
適用されるわけではありません。3千円
未満の商品を受け取り、代金を全額支払
ったとき、化粧品や健康食品等の消耗品
を一部使ってしまったときなどは、クー
リング・オフができません。その商品や
サービスが本当に必要かどうかをよく考え、
契約は慎重に行いましょう。�

自分でチェックしてみよう！�

１　きんじょの人に元気にあいさつをしていますか？�

２　「こどもを守る110番の家」を知っていますか？�

３　おうちにかえったら、大きな声で「ただいま」といっていますか？�

４　だれとあそぶか、どこであそぶか　なん時にかえるか　おうちの人に話してか

らでかけていますか？�

５　あぶないところであそんでいませんか？�

６　おうちのひとと「地域安全マップ」をつくったことがありますか？�

７　かえりがおそくなったときは、明るい道をとおってかえっていますか？�

８　ガードレールの内側をあるいていますか？�

９　防犯ブザーやホイッスルをならしたことがありますか？�

10　そとで一人であそんでいませんか？�

①契約書を受け取った日から、訪問販売や電話勧誘販
売は8日以内、内職・モニター商法、マルチ商法等
は20日以内に、書面で相手業者に通知します。ク
レジット契約の場合は、信販会社にも通知しましょう。�

②書面（はがき等）の内容をコピーし、大切に保管し
てください。�

③内容証明郵便が最も確かですが、配達記録郵便の手
続をしてください。�

④支払った金額は全額返還されます。また、受け取っ
た商品は、着払いで返品することができます。�

記　載　例�

契約は慎重に！�

クーリング・オフとは�クーリング・オフとは�
郵 便 は が き �

販売会社�

○○○○会社　代表者�

契
約
解
除
通
知
書�

契
約
年
月
日
　
　
平
成
　
年
　
月
　
日�

商
　
品
　
名
　
　
○
○
○
○�

契
約
金
額
　
　
○
○
○
○
円�

販
売
会
社
名
　
　
○
○
○
○�

　
右
記
の
契
約
を
解
除
し
ま
す
。
な
お
、
支
払

済
み
の
代
金
○
○
○
○
円
を
返
還
し
、
商
品
を

引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。�

平
成
　
年
　
月
　
日�

　
住
所
　
　
　
　
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
À�

子どもの防犯チェックリスト�

ひと� はな�

ひと�

まも�

おお�

じ�

ち いきあんぜん�

あか�

うちがわ�

ぼうはん�

ひとり�

みち�

こえ�

ひゃくとおばんばん� いえ� し�

げんき�

は　い　　いいえ�

ぜんぶ「はい」になるよう、がんばろう！�



18

わ だ い �い ろ い ろ �わ だ い �い ろ い ろ �わ だ い �い ろ い ろ �

2

月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
四

日
間
、「
笠
間
み
ら
い
観
光
博
覧

会
」（
主
催
▽
笠
間
市
）
が
、
笠

間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
多
摩
大
学
・
実
践
女
子
大

学
・
常
磐
大
学
の
学
生
50
人
が
、

市
民
を
対
象
に
、
観
光
振
興
に
関

す
る
様
々
な
提
案
を
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
経
営
・
文
化
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
芸
術
な
ど
、
異

な
る
分
野
を
専
攻
す
る
学
生
た
ち

が
、
笠
間
の
豊
富
な
資
源
を
使
っ

て
、
新
し
い
観
光
戦
略
や
商
品
開

発
案
な
ど
を
提
示
し
、
そ
れ
を
市

民
が
評
価
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

作
品
は
17
点
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
世
界
規
模
の
観
光
Ｐ
Ｒ
、

指
揮
者
・
小
澤
征
爾
さ
ん
が
演
出

す
る
笠
間
城
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

か
つ
て
日
本
中
か
ら
人
が
集
ま
っ

た
藩
校
「
時
習
館
」
の
復
活
な
ど
、

従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
斬

新
な
行
動
計
画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

27
日
に
は
、
そ
の
集
大
成
と
し

て
「
笠
間
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
か
れ
、
学
生
と
市
民
の
討
論
会

や
、
望
月

照
彦
・
多
摩
大
教
授
、

犬
塚
潤
一
郎
・
実
践
女
子
大
助
教

授
、
塚
原
正
彦
・
常
磐
大
講
師
に

よ
る
講
評
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

て
き
た
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
を
例
に
、

「
私
た
ち
の
日
常
は
、
家
に
2

階

も
車
も
無
い
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
の

生
活
を
通
り
越
し
て
し
ま
っ
た
が
、

幸
せ
の
見
付
け
方
も
通
り
越
し
て

し
ま
っ
た
」
と
し
た
上
で
、
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
の
家
族
の
触
れ

合
い
、
相
手
に
対
す
る
言
葉
使
い

の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

講
演
後
は
、
増
岡
さ
ん
と
東
京

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
団
員
5

人
に
よ

る
「
ラ
ブ
レ
タ
ー
」（
浅
田

次
郎

原
作
）
の
群
読
が
行
わ
れ
、
朗
読

と
は
一
味
違
っ
た
演
出
が
、
観
衆

約
3

0

0

人
の
胸
を
打
ち
ま
し
た
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

を
育
て
よ
う
と
、
毎
年
開
か
れ
て

い
る
人
権
教
育
講
演
会
。
今
年
の

講
演
会
は
、
声
優
の
増
岡

弘
さ

ん
を
招
き
、
2

月
19
日
、
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

増
岡
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
の
マ
ス
オ
さ
ん

や
、『
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ

ン
』
の
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
役
を
演

じ
て
い
る
ほ
か
、
劇
団
「
東
京
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
主
宰
す
る
な
ど
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

演
題
は
「
す
べ
て
の
も
の
に
心

を
込
め
て
」。
36
年
間
放
映
さ
れ

笠間の未来観光について考える学生と市民

講演に協力してくれた市民に、貴重な品をプレゼントするマスオさん

50
人
の
笠
間
観
光
応
援
団
が
、
未
来
の
観
光
戦
略
を
提
案

ア
ニ
メ
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
の
マ
ス
オ
さ
ん
が
登
場
　
人
権
教
育
講
演
会

笠
間
市
国
際
交
流
協
会

外
国
人
研
修
生
と
の
文
化
交
流
に
一
役

米
・
コ
ロ
ン
バ
ス
芸
術
大
学
と
の
芸
術
文
化
交
流

や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
研
修
生
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
（
短
期
滞
在
受
入
れ
）、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
観

光
通
訳
ガ
イ
ド
事
業
の
展
開
な
ど
、
様
々
な
分
野
で

国
際
交
流
に
貢
献
す
る
笠
間
市
国
際
交
流
協
会
（
会

長
▽
塙

東
男
さ
ん
）。
3

月
5

日
と
6

日
の
二
日
間
、

今
年
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
外
国
人
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
異

文
化
の
親
交
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
生
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や
中
米
な
ど
か

ら
訪
れ
た
男
女
7

人
。
地
元
の
濁
り
酒
や
和
食
の
醍

醐
味
を
た
ん
能
し
た
後
、
市
内
の
三
家
族
の
協
力
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
日
常
生
活
の
中
で
、
文
化

や
習
慣
の
違
い
を
理
解
し
合
い
ま
し
た
。

お味は？　伝統的な日本料理をたん能する外国人研修生

ご

だ
い
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b
茨
城
の
地
酒
を
飲
み
、
陶
芸

家
が
そ
の
酒
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
酒

器
を
造
る
c
「
蔵
元
と
陶
芸
家
の

出
会
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
魅
惑
的

な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
異
業
種

交
流
）
が
実
現
し
、
3

月
5

日
か

ら
11
日
ま
で
の
七
日
間
、
都
内
港

区
の
「
元
麻
布
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で

展
示
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

題
し
て
「
酒
と
器
展
〜
響
き
合

う
笠
間
焼
と
茨
城
の
酒
」（
主
催

▽
笠
間
市
観
光
協
会
）。
こ
の
展

示
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
28
人
の
陶
芸

家
と
蔵
元
が
「
く
じ
引
き
」
で
運

命
の
出
会
い
を
果
た
し
、
陶
器
と

日
本
酒
と
い
う
二
つ
の
伝
統
と
技

が
手
を
組
ん
だ
全
国
初
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
笠
間
焼
協
同
組
合
と
茨

城
県
酒
造
組
合
が
協
力
し
、
麻
布

十
番
商
店
街
振
興
組
合
の
後
援
に

よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
蔵
元
自
慢
の
地
酒

と
、
そ
の
味
覚
を
引
き
立
て
る
重

厚
な
イ
メ
ー
ジ
や
彩
り
豊
か
な
酒

器
28
組
が
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
の

五
感
を
刺
激
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
地
酒
の
試
飲
や
笠
間
特
産
品

の
販
売
、
地
元
写
真
愛
好
家
の
作

品
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
笠
間
の
魅

力
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
会
員
2

千
1

9

9

人

が
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
33
年
に
は
、
子
ど

も
会
の
指
導
者
グ
ル
ー
プ
と
し
て

笠
間
市
児
童
文
化
研
究
会
（
笠
Ｃ

Ｃ
Ｓ
）
が
結
成
さ
れ
、
現
在
は
、

笠
間
市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
高

校
生
会
）
と
し
て
、
子
ど
も
会
と

行
動
を
と
も
に
し
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ

ブ
に
よ
る
「
育
成
連
合
会
50
年
の

歩
み
」
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
茨

城
大
学
助
教
授
の
長
谷
川
幸
介
さ

ん
と
同
大
講
師
の
外
岡
仁
さ
ん
に

よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を

願
い
、
地
域
の
信
頼
を
築
き
上
げ

て
き
た
笠
間
市
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
（
会
長
▽
中
根

勝
吉
さ
ん
）。

こ
の
略
称
「
笠
子
連
」
が
、
こ
の
ほ

ど
創
立
50
周
年
を
迎
え
、
3

月
13

日
、
笠
間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

母
体
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
29

年
に
結
成
さ
れ
た
「
笠
間
町
子
ど

も
会
振
興
連
絡
協
議
会
」（
初
代

会
長
▽
小
林

栄
雄
さ
ん
）。
結
成

以
来
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
様
々

普
及
活
動
を
続
け
、
今
年
3

月
1

日
現
在
で
、
子
ど
も
会
82
団
体
、

陶器ファンや左党でにぎわう展示会場

地域交流の原点である江戸の長屋について説明する教授陣

笠
間
焼
と
茨
城
の
酒
の
す
て
き
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
酒
と
器
展
」

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
半
世
紀
　
笠
間
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

読
み
聞
か
せ
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
笠
間

小
学
校
研
修
委
員
会
が
銀
賞

葛
西
希
望
選
手

茨
城
県
柔
道
選
手
権
大
会
で
優
勝

このほど、第54回茨城県柔道選手
権大会（観梅大会）が、県武道館大道
場で行われ、2月27日の小学生学年
別優勝大会6年生の部で、葛西 希望選
手（笠間小）が見事優勝。県内から勝
ち上がってきた強豪79人の頂点に立
ち、栄光の記録をまた一つ伸ばしまし
た。今後も、活躍を期待しています。

子どもたちの豊かな情操と人との触
れ合いを育む「読み聞かせ」。この活
動を普及させ、読み聞かせ技術の振興
を図ろうと、2月26日、県立図書館
で「読み聞かせコンクール」が開かれ、
団体の部（14団体）で、笠間小学校
研修委員会の「あいつも　ともだち」
が、見事、銀賞を受賞しました。
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課
　
　
長
…
長
谷
川
　
輝
男

（
前
・
生
涯
学
習
課
長
）

課
長
補
佐
兼
主
幹
…
飯
村
　
茂

係
長
（
契
約
管
財
Ｇ
）
太
田
　
信
一

次
　
　
長
…
森
　
幸
信

課
　
　
長
…
大
月
　
英
明

（
前
・
給
食
セ
ン
タ
ー
長
）

係
長
（
賦
課
Ｇ
）
塙
　
　
幸
子

係
長
（
収
納
Ｇ
）
高
野
　
寿
夫

課
　
　
長
…
郡
司
　
一
美

（
前
・
環
境
課
長
補
佐
）

課
長
補
佐
…
青
木
　
理
重

主
　
　
幹
…
長
谷
川
　
泉

係
長
（
保
険
Ｇ
）
藤
田
　
優

係
長
（
高
齢
福
祉
Ｇ
）
岡
野
　
洋
子

て
ら
ざ
き
保
育
所
長
…
園
部
　
敏
子

い
な
だ
保
育
所
長
…
高
野
　
朝
子

主
任
（
保
育
所
）
田
中
美
智
子

主
任
（
保
育
所
）
山
田
　
方
子

課
　
　
長
…
小
滝
　
徳
治

（
前
・
広
域
事
務
組
合
副
参
事
）

課
長
補
佐
…
磯
　
祐
一

主
　
　
幹
…
井
川
　
富
美

係
長
（
農
業
委
員
会
）
青
木
　
明

課
　
　
長
…
井
口
　
清

（
前
・
環
境
課
長
補
佐
）

係
長
（
商
工
観
光
Ｇ
）
横
田
　
繁
稔

課
　
　
長
…
松
江
　
和
男

（
前
・
広
域
下
水
道
組
合
副
参
事
）

主
　
　
幹
…
大
月
　
英
夫

主
　
　
幹
…
大
月
　
弘
之

係
長
（
管
理
Ｇ
）
高
野
　
重
尋

所
　
　
長
…
田
口
　
孝
市

課
　
　
長
…
中
田
　
明

（
前
・
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

係
長
（
生
涯
学
習
Ｇ
）
海
老
原
和
彦

係
長
（
庶
務
担
当
）
谷
田
部
仁
史

主
　
　
幹
…
鈴
木
　
伸
男

室
　
　
長
…
高
野
　
幸
洋

（
前
・
農
政
課
長
）

※
Ｇ
は
各
課
グ
ル
ー
プ
名
の
略
称

友
部
　
正
孝
（
総
務
部
長
）

会
澤
　
浩
　
（
教
育
次
長
）

友
常
　
洋
子（
い
な
だ
保
育
所
長
）

田
中
　
優
子
（
く
る
す
保
育
所
副
所
長
）

高
野
　
正
廣
（
税
務
課
長
）

富
田
　
福
二
（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
）

片
岡
　
靖
雄
（
出
納
室
長
）

藤
岡
　
靖
之
（
総
務
課
長
）

高
野
　
惠
子
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

武
田
　
隆
代
（
て
ら
ざ
き
保
育
所
長
）

伏
谷
　
節
子
（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

星
野
　
ま
り
子
（
図
書
館
）

《
勤
続
年
数
順
》

【
平
成
16
年
度
退
職
者
】

上
か
ら
、
氏
名
・
住
所
・
配
属
先

係
長
（
職
員
Ｇ
）
入
江
　
康
彰

係
長
（
企
画
Ｇ
）
清
水
　
博

係
長
（
企
画
Ｇ
）
高
野
　
一

副
参
事
…
山
田
　
則
昭

事
務
局
長
…
小
松
崎
　
登

（
前
・
都
市
建
設
課
長
）

事
務
局
次
長
…
小
坂
　
浩

総
務
班
長
…
吉
田
　
貴
郎

班
　
　
員
…
川
松
　
祐
市

副
参
事
…
柏
原
　
博

総
務
部
長
　
　
　
　
　
　
畑
岡
　
洋
　
（
前
・
産
業
建
設
部
長
）

教
育
委
員
会
教
育
次
長
　
保
坂
　
悦
男
（
前
・
広
域
事
務
組
合
参
事
）

産
業
建
設
部
長
　
　
　
　
青
木
　
繁
　
（
前
・
商
工
観
光
課
長
）

広
域
事
務
組
合
参
事
　
　
岡
野
　
正
三
（
前
・
環
境
課
長
）

4
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

異
動
が
あ
っ
た
部
長
、
課
長
、
課
長
補
佐
、
主
幹
及
び
係
長
職
の
氏

名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
職
員
の
人
事
異
動

秘
　
書
　
企
　
画
　
課

部
　
　
　
長
　
　
　
級

広

域

事

務

組

合

監

査

委

員

事

務

局

税
　
　
　
務
　
　
　
課

総
　
合
　
窓
　
口
　
課

給

食

セ

ン

タ

ー

生
　
涯
　
学
　
習
　
課

市
　
立
　
図
　
書
　
館

水
　
　
　
道
　
　
　
課

出
　
　
　
納
　
　
　
室

福
　
祉
　
事
　
務
　
所

農
　
　
　
政
　
　
　
課

商
　
工
　
観
　
光
　
課

都
　
市
　
建
　
設
　
課

環
　
　
　
境
　
　
　
課

友
部
・
笠
間
広
域
下
水
道
組
合（
派
遣
）

総
　
　
　
務
　
　
　
課

笠
間
市
・
友
部
町
・
岩
間
町
合
併
協
議
会（
派
遣
）

【
平
成
17
年
度
新
規
採
用
職
員
】

小嶋　優一�
大渕�

保健センター�

海藤　美加�
箱田�

総合窓口課�

中根　美幸�
福原�

都市建設課�

小室　正�
笠間�

商工観光課�

浦井　義朗�
日草場�
税務課�
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スポーツを始めたい方・仲間づくりをしたい方は、下記にお問い合わせください。�

○体育協会・スポーツ少年団事務局：笠間市総合公園管理棟内　TEL 72－9330　FAX 70－1171

○市民体育館、武道館、弓道場に関することは、市民体育館（TEL 72－2101）にお問い合わせください。�

○総合公園に関することは、総合公園管理棟（TEL 72－9330）にお問い合わせください。�

●体育協会�
種　目　名�

蛯澤　幸男�

高松　　清�

飛田　信一�

塩畑　守一�

松江　昌子�

秋山　英樹�

市村　　貢�

中村　修一�

笹ノ間　宏�

田村　一浩�

沼野　　剛�

川辺　一光�

古木　利平�

小堀　　晃�

小嶋　好文�

川野輪　誠�

吉田　　勲�

前沢　和己�

�
河原井　貞男�

�

事務局扱い�

（自）72－0369�

（自）72－1076�

（勤）72－1111�

（自）72－2828�

（自）72－5222�

（自）72－1634�

（勤）72－1111�

（自）72－0613�

（勤）72－1111�

（勤）72－1111�

（勤）72－1111�

（勤）72－9330�

（自）72－6685�

（自）72－2362�

（勤）72－1111�

（自）72－3811�

（自）74－4068�

（自）74－2435
�

（自）72－3157

�

72－9330

代　表　者　連　絡　先�

総合公園のご案内　総合公園の施設並びに利用時間等の詳細については、下表の通りです。�
施設名�
予約�

月�
火�
水�
木�
金�
土�
日�
祝�

利用�
時間�

利用�
料金�

休場� 毎週月曜日（月曜日が祝日のときは、翌平日が休場）及び祝日の翌日�

市　民　球　場� 芝生スポーツ広場�

9：00～18：00
一般利用可能（要予約）�

〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

一般開放�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

17：00　閉館�

（卓球・テニス）�
（バドミントン・バスケット）�
（バレーボール）�
（テニス）�
（バレーボール）�
（卓球・一般）�

19：00 20：00 21：00

テニスコート� 多目的グラウンド�
要� 要� 要� 要�

市民体育館のご案内　市民体育館の利用時間については、下表の通りです。�

●スポーツ少年団�
団　　名�

稲見　正史�

加藤　正史�

堤　　和夫�

富田　哲夫�

古澤　　昇�

田村　和己�

石井　敏夫�

滝田　憲二�

藤枝　　裕�

青木　　茂�

松本　　勇�

横堀　一夫�

富田　幸子�

熊谷　輝彦�

大崎　清美�

沼野　　剛�

�

関　　芳久�
�

川辺　一光�

友部　健寿�

河原　直人�

竹江　恵一�

鈴木　正一�

（自）72－5584�

（自）72－8058�

（自）72－6108�

（自）72－4254�

（自）74－4236�

（自）74－2513�

（自）72－1177�

（勤）72－1111�

（自）72－5669�

（自）74－4246�

（自）72－6388�

（自）72－8972�

（自）74－4213�

（勤）72－1111�

（自）74－4387�

（勤）72－1111�

�

（自）74－3937�

�
（勤）72－9330�

（勤）72－1111�

（自）72－5067�

（自）74－2588�

（自）73－0970

代　表　者　連　絡　先�
笠 間 野 球 �

東 野 球 �

箱 田 野 球 �

南 野 球 �

稲 田 野 球 �

福 原 野 球 �

笠 間 サ ッ カ ー �

佐 城 サ ッ カ ー �

箱 田 サ ッ カ ー �

稲 田 サ ッ カ ー �

笠間バレーボール�

東バレーボール�

箱田バレーボール�

南バレーボール�

稲田バレーボール�

笠 間 女 子 ミ ニ �

バスケットボール�

笠 間 男 子 ミ ニ �

バスケットボール�

笠 間 空 手 道 �

笠 間 剣 道 �

笠 間 柔 道 �

笠 間 相 撲 �

笠間市スポーツ�

チ ャ ン バ ラ �

相 　 　 　 　 撲 �

弓 　 　 　 　 道 �

野 　 　 　 　 球 �

庭 　 　 　 　 球 �

剣 　 　 　 　 道 �

ハ ン ド ボ ー ル �

ス 　 キ 　 ー �

山 　 　 　 　 岳 �

サ ッ カ ー �

バ レ ー ボ ー ル �

バスケットボール�

空 　 手 　 道 �

合 　 気 　 道 �

ソ フ ト ボ ー ル �

アマチュアゴルフ�

射 　 　 　 　 撃 �

スポーツダンス�

ターゲット・バード�
ゴ　　ル　　フ�

グラウンド・ゴルフ�

陸上、ボクシング、�

卓球、レスリング、�

柔道、バドミントン�

4／1～9／30é6：00～18：00�
10／1～11／30é9：00～18：00�
※芝生スポーツ広場は、10／1～11／30の間9：00～16：00�
※12／1～3／31は、芝生の養生期間�

3時間　4,200円�
※カウント機、スコアボー
ド、放送設備は別途頂き
ます。�

3時間　2,400円�
用具代：半日300円�
　　　　1日500円�

昼間：300円�
夜間：800円�
（利用料金は、1面1時間当
たりです）�

昼間：無料�
夜間：2時間半�

10,500円�
（ナイター使用料）�

4／1～11／30�
6：00～22：00�

12／1～3／31�
8：00～16：00

4／1～11／30�
6：00～22：00�

12／1～3／31�
9：00～18：00
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図書館だより�

Library　⑲�

が
、
生
活
の
中
の
ご
く
日
常
的
な

光
景
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

日
常
的
な
光
景
と
い
え
ば
、
皆

さ
ん
が
、
本
や
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
を

お
借
り
に
な
る
と
き
、
職
員
の
手

元
を
見
て
、「
あ
れ
っ
！
」
と
思

っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
台
の
す
り
ガ
ラ
ス
の
上
に
、
カ

ー
ド
と
本
な
ど
を
置
い
て
、
マ
ウ

ス
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
る
だ
け
の

よ
う
だ
。
ゴ
ム
印
は
パ
ソ
コ
ン
と

関
係
な
さ
そ
う
だ
し
…
」。
こ
の

光
景
は
、
あ
ま
り
に
も
日
常
的
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
、

『
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
』
を
読
み
取
っ
て

い
る
作
業
な
の
で
す
。
こ
の
方
式

は
、
全
国
的
に
も
、
ま
だ
10
館
に

満
た
な
い
図
書
館
に
し
か
導
入
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
、
Ｃ
Ｄ
と

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
直
接
チ
ッ
プ
を
は
っ
て

い
る
の
は
、
全
国
で
当
館
を
含
む

二
館
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
全
国

的
な
注
目
を
集
め
て
お
り
、
各
地

か
ら
の
視
察
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、『
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
』
の

採
用
は
、
資
料
管
理
を
効
率
良
く

行
う
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
優
れ
も
の
が
、
日
常
的

な
光
景
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

∧
館
長
　
清
水
　
隆
∨

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
、
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
笠
間
市
立
図
書
館

@（
72
）
5

0

4

6

FAX
（
72
）
5

7

4

3

毎
週
新
し
い
本
が
入
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ス
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
は
じ
め
ま
し
た
。

谷
川
俊
太
郎
文
　
主
婦
と
生
活
社

子
ど
も
の
ボ
デ
ィ
セ
ン
ス
を
伸
ば

す
本

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
協
会
著
　
山
海
堂

素
敵
な
グ
ラ
ス
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

戸
田
揖
子
著
　
日
貿
出
版
社

十
津
川
警
部
「
生
命
」

上
・
下

西
村
京
太
郎
著
　
有
楽
出
版
社

人
生
ベ
ス
ト
テ
ン

角
田
光
代
著
　
講
談
社

威
風
堂
々
な
彼
女
　
上
・
下

ぺ
・
ユ
ミ
ン
脚
本
　
英
知
出
版

フ
ラ
イ
ア
ー
ズ
・
パ
ー
ド
ン
館
の
謎

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
著

原
書
房

ご
ほ
ん
！
ご
ほ
ん
！
ご
ほ
ん
！

デ
ボ
ラ
・
ブ
ラ
ス
文
　
評
論
社

い
ち
ば
ん
星
、
み
っ
け
！

長
崎
夏
海
作
　
ポ
プ
ラ
社

ガ
ス
ト
ン
と
ル
シ
ア
1

3

0

0

0
年
を
飛
ぶ
魔
法
旅
行

ロ
ジ
ェ
・
フ
ァ
リ
ゴ
著
　
小
学
館

図
書
館
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
3

月

10
日
現
在
、
そ
の
貸
出
点
数
は
42

万
5

千
37
点
に
な
り
ま
し
た
。
わ

ず
か
の
期
間
に
、
図
書
館
の
利
用

毎
週
土
曜
日
の
午
後
3

時
か
ら
、

2

階
ホ
ー
ル
で
、
上
映
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

4
月
16
日
／

『
イ
ー
ス
ト
ウ
ィ
ッ
ク
の
魔
女
た
ち
』

4
月
23
日
／

『
フ
ィ
ニ
ア
ン
の
虹
』

4
月
30
日
／

『
80
日
間
世
界
一
周
』

5
月
7
日
／

『
カ
ラ
ミ
テ
ィ
・
ジ
ェ
ー
ン
』

5
月
14
日
／

『
シ
ャ
イ
ア
ン
』

5
月
21
日
／

『
俺
た
ち
に
明
日
は
な
い
』

5
月
28
日
／

『
捜
索
者
』

6
月
4
日
／

『
ハ
ー
ト
ブ
レ
イ
ク
リ
ッ
チ
』

※
上
映
作
品
・
開
始
時
間
は
、
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

0
〜
3
歳
児
ク
ラ
ス（
保
護
者
同
伴
）

日
時
▼
毎
月
第
1

・
3

金
曜
日
の

午
前
11
時
〜

会
場
▼
2

階
ホ
ー
ル

※
お
は
な
し
会
終
了
後
、
20
分
程

度
、
会
場
を
開
放
し
ま
す
。
交

流
の
場
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

4
月
15
日
／

『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
』

『
ぴ
ょ
ー
ん
』

『
お
お
き
く
お
お
き
く
お
お
き
く

な
あ
れ
』

4
〜
6
歳
児
ク
ラ
ス

日
時
▼
毎
月
第
2

・
4

日
曜
日
の

午
後
2

時
〜

会
場
▼
1

階
お
は
な
し
の
部
屋

4
月
10
日
／

『
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
』

『
そ
ら
い
ろ
の
た
ね
』

4
月
24
日
／

『
せ
ん
た
く
か
あ
ち
ゃ
ん
』

（
大
型
絵
本
）

『
く
れ
よ
ん
さ
ん
の
け
ん
か
』

（
大
型
紙
芝
居
）

「おはなし会」の様子（写真：0～3歳児）

おかげ様で開館一周年
記念イベントが大盛況！

2

月
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
検
討
し
た
結

果
、
お
は
な
し
会
の
「
4

〜
6

歳

児
ク
ラ
ス
」
の
日
程
を
、
次
の
よ

う
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

確
認
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開館一周年の記念イベントとし
て、3月20日、人形劇団「小さ
いお城」による劇『ピノッキオ』
を上演しました。上演は、3回。
会場の2階ホールは各回とも満員
となり、イベントは大盛況となり
ました。観劇された皆さん、あり
がとうございました。

お

は

な

し

会

☆
日
程
が
一
部
変
わ
り
ま
す

映
画
ビ
デ
オ
上
映
会

新
着
図
書
案
内

☆

コ

ラ

ム

☆
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い
つ
も
と
違
っ
た
空
間
に
身
を
置
き
、

そ
こ
で
新
し
い
体
験
や
感
動
に
出
会
い
、

気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。
こ
の

こ
と
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
旅
を
楽

し
む
要
素
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
は
、
観
光
地
の
名
所
旧
跡
に

加
え
、
そ
の
ま
ち
の
情
感
を
味
わ
う
た

め
の
人
と
の
触
れ
合
い
が
不
可
欠
で
す
。

江
戸
時
代
ま
で
城
下
町
と
し
て
栄
え
、

同
時
に
、
笠
間
稲
荷
の
門
前
町
と
し
て
、

年
間
3

0

0

万
人
の
参
拝
客
が
訪
れ
る

笠
間
市
。
し
か
し
近
年
、
宿
泊
客
が
減

り
、
日
帰
り
の
観
光
客
が
増
加
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
門
前
通
り

の
活
気
に
も
憂
い
を
感
じ
る
女
性
た
ち

が
出
て
き
ま
し
た
。『
笠
間
稲
荷
門
前

通
り
お
か
み
さ
ん
会
』（
会
長
▽
笹
目

和
子
さ
ん
）。
今
回
は
、
作
り
手
の
技

で
は
な
く
、「
お
も
て
な
し
」
と
い
う

心
の
技
を
武
器
に
、
ま
ち
の
振
興
に
立

ち
上
が
っ
た
女
性
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

協
同
組
合
浅
草
お
か
み
さ
ん
会
（
東

京
都
台
東
区
）
の
熱
気
に
触
発
さ
れ
、

同
会
を
立
ち
上
げ
た
の
は
11
年
前
。
高

橋
町
商
店
街
の
お
か
み
さ
ん
45
人
が
、

観
光
客
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
を
軸
に
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
、
異
業
種
交

流
な
ど
、「
門
前
通
り
の
顔
」
と
し
て

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
機
転
を
利
か
せ
た
交
流
の

場
の
設
定
。
笠
間
稲
荷
神
社
前
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
で
の
「
お
茶
接
待
」
は
、
参

拝
者
が
b
ほ
っ
と
一
息
c
つ
け
る
空
間

と
し
て
好
評
で
、「
ま
た
来
る
よ
」
と

い
う
言
葉
に
い
や
さ
れ
、「
ま
た
来
て

ほ
し
い
か
ら
、
頑
張
れ
る
」
と
お
か
み

さ
ん
は
言
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
集

客
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
。
笠
間
稲

荷
神
社
の
境
内
で
過
去
3

回
行
わ
れ
た

「
真
夏
の
夜
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
」
の
盛

況
ぶ
り
は
、
伝
統
と
異
文
化
、
静
と
動

が
織
り
な
す
新
た
な
試
み
と
し
て
、
昔

の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の
、
一
つ
の

布
石
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
笠
間
市
ま
ち
づ
く
り
教
室
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
敬
老

会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
、
歴
史
や
文
化
の
伝
承
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
外
に
向

か
っ
て
出
て
行
く
女
性
」
と
し
て
、
視

察
研
修
も
欠
か
さ
ず
、
視
察
先
の
良
さ

を
笠
間
に
生
か
す
努
力
も
続
け
て
い
ま

す
。
四
季
折
々
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を

商
店
各
戸
に
配
布
し
、
観
光
客
を
お
出

迎
え
す
る
心
配
り
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

笹
目
会
長
は
、「
商
店
街
は
、
女
性

が
元
気
で
な
き
ゃ
だ
め
。『
門
前
市
を

な
す
』
の
言
葉
ど
お
り
、
市
が
で
き
れ

ば
人
が
集
ま
る
。
笠
間
稲
荷
神
社
を
中

心
に
昔
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
き
た

い
」
と
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
は
、
観
光
客
が
、
独
自

の
思
い
や
風
景
を
持
ち
帰
る
た
め
の
お

手
伝
い
と
し
て
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る

歴
史
や
文
化
の
知
識
を
提
供
で
き
る
よ

う
勉
強
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
門
前
通

り
だ
け
で
な
く
、
中
心
市
街
地
に
一
体

的
な
観
光
の
流
れ
を
つ
く
り
、
ま
ち
全

体
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

伝
統
の
継
承
と
飛
躍
を
胸
に
、
は
っ
ぴ

姿
の
お
か
み
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

笠間稲荷門前通りおかみさん会

おもてなしの極意

四季折々の花を飾り、観光客をお出迎え

技�④�

い
ち
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消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
国

一
律
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
等

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
設
置

及
び
維
持
基
準
は
、
政
省
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
、
市
町
村
条
例

で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
6

月

1

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

☆
既
存
住
宅
は
、
市
町
村
条
例
で

適
用
時
期
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
1

な
ぜ
、
住
宅
に
「
火
災
警

報
器
」
が
必
要
な
の
で
す
か
？

Ａ
1

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数

が
急
増
中
だ
か
ら
で
す
。
し
か

も
、
死
者
の
過
半
数
が
高
齢
者

で
す
。
米
国
や
英
国
で
は
、
火

災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
化
し
、

そ
の
普
及
促
進
に
よ
っ
て
、
死

者
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
数
の
低
減
に
は
、
火
災
警
報

器
の
普
及
が
不
可
欠
で
す
。

※
平
成
15
年
中
の
消
防
庁
の
火
災

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、「
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
数
」
は
、
建
物

火
災
に
よ
る
死
者
数
の
約
9

割

を
占
め
、
そ
の
う
ち
の
約
7

割

が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

Ｑ
2

火
災
警
報
器
は
、
ど
こ
に

設
置
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
2

就
寝
に
使
う
部
屋
及
び
そ

の
部
屋
が
あ
る
階
の
踊
り
場
の

天
井
又
は
壁
等
に
設
置
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
条
例
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、

広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
！

笠
間
消
防
署

市
で
は
、
毎
年
11
月
に
開
催
す

る
「
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
実
行
委
員
会
を
設
置
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取

り
入
れ
、
多
く
の
方
が
参
加
で
き

る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
実
行
委
員

と
し
て
、
積
極
的
に
活
動
で
き
る

方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
／

☆
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
し
て
い

る
満
20
歳
以
上
の
方

☆
数
回
開
催
す
る
同
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
会
に
出
席
で
き
る
方

☆
笠
間
市
の
男
女
共
同
参
画
推
進

施
策
に
理
解
と
関
心
の
あ
る
方

定
員
▼
5

人
（
書
類
選
考
あ
り
）

※
報
酬
及
び
旅
費
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
内
容
▼
笠
間
市
男
女
共
同
参

画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
・

立
案
及
び
運
営

応
募
期
限
▼
4
月
28
日
⁄

応
募
方
法
▼
封
書
で
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電

話
番
号
・
簡
単
な
経
歴
・
応
募

動
機
及
び
男
女
共
同
参
画
の
施
策

に
関
す
る
意
見
を
添
え
て
次
へ
。

応
募
・
問
合
せ
先
▼
〒
3

0

9

〜

1

6

9

8

笠
間
市
石
井
7

1

7

笠
間
市
役
所
秘
書
企
画
課
男
女

共
同
参
画
担
当
@
内
線
2

2

3

「
平
成
16
年
度
男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー
」
の
修
了
式
が
、
3

月

10
日
、
総
合
公
園
管
理
棟
で
行
わ

れ
、
修
了
生
21
人
に
、
修
了
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
行
政
課
題
や

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習
を

通
し
て
、
男
女
共
同
参
画
の
認
識

を
高
め
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

修
了
式
に
続
い
て
、
神
栖
町
の

「
女
性
と
子
ど
も
の
人
権
を
考
え

る
会
b
花
づ
な
c
」
の
会
員
10
人

に
よ
る
朗
読
劇
『
暗
闇
の
中
か
ら

の
旅
立
ち
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
す
ば
ら
し
い
演
技
に
、
セ
ミ

ナ
ー
生
一
同
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
間
の
暴
力
）。

夫
婦
間
の
暴
力
が
子
ど
も
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
、
そ
し
て
、
妻

が
「
私
が
我
慢
す
れ
ば
…
」
と
Ｄ

Ｖ
を
隠
し
通
し
て
き
た
も
の
の
、

医
師
の
通
報
で
保
護
さ
れ
、
母
子

で
自
立
し
て
い
く
姿
な
ど
を
、
25

分
間
に
わ
た
っ
て
演
じ
て
く
れ
ま

し
た
。
脚
本
や
演
出
は
手
づ
く
り
。

b
花
づ
な
c
の
豊
富
な
経
験
か
ら

作
り
出
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
後
は
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に

関
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
学
習
し
た
こ
と

を
家
庭
で
話
し
合
い
、
家
事
な
ど

の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
自
分
の
意
見
を
言
う
自

信
が
付
い
た
こ
と
、
仲
間
づ
く
り

が
で
き
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ

た
ほ
か
、
修
了
式
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
「
も
う
一
度
集
ま
ろ
う
！
」

と
い
う
意
見
も
飛
び
出
し
ま
し
た
。

《
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
修
了
式
》

笠
間
市
男
女
共
同
参
画
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
行
委
員
を
公
募

花づなの皆さんによる朗読劇 修了証書を受け取るセミナー生
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四
つ
の
小
学
校
で
、
給
食
の
残
り
を
た
い
肥
に
！

市
で
は
、
各
種
環
境
教
育
を
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
15
年
度

に
佐
城
・
南
両
小
学
校
で
始
め
た

「
生
ご
み
処
理
モ
デ
ル
事
業
」
は
、

平
成
16
年
度
に
、
稲
田
・
箱
田
両

小
学
校
を
加
え
、
現
在
、
四
つ
の

小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
、
残
さ
ず
食
べ
る

こ
と
が
基
本
で
す
が
、
少
し
ず
つ

残
っ
て
し
ま
う
の
も
事
実
。
こ
の

事
業
は
、
食
べ
残
し
を
ご
み
に
せ

ず
、
生
ご
み
処
理
機
で
た
い
肥
化

す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化
と

リ
サ
イ
ク
ル
を
体
感
す
る
だ
け
で

な
く
、
た
い
肥
を
花
壇
づ
く
り
に

も
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
投
入
さ
れ
た
生
ご
み

5

千
3

0

0

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、

た
い
肥
は
1

千
3

0

0

キ
ロ
グ
ラ

ム
と
4

分
の
1

に
減
量
。
た
い
肥

は
、
学
校
の
花
壇
や
学
習
農
園
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
脂
分

の
多
い
ご
み
の
制
限
や
二
次
発
酵

の
方
法
な
ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
笠
間
・
東
両
小
学

校
を
加
え
、
市
内
す
べ
て
の
小
学

校
で
、
環
境
学
習
と
生
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
組
が
実
践
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学校名�
南　小�
佐城小�
箱田小�
稲田小�
合計�

投入量� 排出量� 減量率�
1,993㎏�
1,575㎏�
462㎏�
1,267㎏�
5,297㎏�

554㎏�
248㎏�
138㎏�
373㎏�
1,313㎏�

28％�
16％�
30％�
29％�
25％�

※南小・佐城小は、平成15年12月から
平成17年2月までの実績�

※箱田小・稲田小は、平成16年9月から
平成17年2月までの実績�

※平成16年11月分は、給食センターで残
量調査をしたため、投入していません。�

給食の食べ残しを投入する稲田小の児童

死
亡
原
因
の
一
位
を
占
め
る
「
が
ん
」
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。
笠
間
市
で
は
、
4

月
か
ら
平
成
17
年
度

の
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。
市
報
2

月
号
に
掲
載
し
た
『
平
成
17
年
度

検
診
の
お
知
ら
せ
』
と
併
せ
て
、
左
記
の
説
明
を
参
考
に
、
定
期
的

な
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ふ
だ
ん
の
生
活
を
見
直
し
て
、

が
ん
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

笠
間
市
で
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診

①
胃
が
ん
検
診

造
影
剤
（
バ
リ
ウ
ム
）
を
飲
ん
だ
後
、
Ｘ
線
撮
影

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
を
し
、
胃
壁
に
付
い
た
バ
リ
ウ
ム
の
様
子
か
ら
、

胃
の
内
部
を
調
べ
ま
す
。

②
大
腸
が
ん
検
診

二
日
分
の
便
を
検
査
容
器
に
取
り
、
便
の
中
に

血
液
反
応
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。

③
腹
部
超
音
波
検
診

お
腹
に
超
音
波
を
発
す
る
器
具
を
当
て
て
動

か
し
、
お
腹
に
あ
る
内
蔵
（
肝
臓
・
胆
の
う
・
胆
管
・
す
い
臓
・

ひ
臓
・
腎
臓
）
の
断
面
を
画
像
化
し
、
異
常
を
調
べ
ま
す
。

④
子
宮
頸
が
ん
検
診

子
宮
の
頸
部
の
細
胞
を
、
綿
棒
な
ど
で
こ
す

り
取
っ
て
異
常
を
調
べ
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
20
歳
以
上
の
方
が

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
乳
が
ん
検
診

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
乳
房
の
上
下
・
左
右
を

挟
み
、
Ｘ
線
撮
影
を
し
ま
す
。
超
音
波
検
査
は
、
胸
に
超
音
波
を

当
て
、
乳
房
の
断
面
を
画
像
化
し
て
検
査
し
ま
す
。
乳
が
ん
検
診

は
、
受
け
ら
れ
る
検
査
項
目
が
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

⑥
肺
が
ん
検
診

胸
の
Ｘ
線
撮
影
を
行
い
ま
す
。
喫
煙
本
数
が
多
く
、

期
間
が
長
い
方
は
、
痰
を
取
っ
て
調
べ
る
喀
痰
検
査
が
で
き
ま
す
。

⑦
前
立
腺
が
ん
検
診

血
液
検
査
を
行
い
、
血
液
中
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
と
い

う
物
質
の
量
を
調
べ
ま
す
。

◎
各
種
が
ん
検
診
の
ほ
か
に
、
基
本
検
診
（
血
液
・
眼
底
・
心
電
図

等
の
検
査
）
や
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

n�

《
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
》

皆
さ
ん
、
最
近
笑
っ
て
い
ま
す

か
？
　
「
笑
い
」
は
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
お
い

て
生
ま
れ
る
現
象
で
す
。
そ
し
て
、

「
笑
い
」
は
、
人
を
健
康
に
し
ま

す
。
近
ご
ろ
で
は
、「
笑
い
と
免

疫
力
」
に
関
す
る
研
究
な
ど
も
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
難
し
い
こ
と
は
さ
て
お

き
、
私
た
ち
は
、
b
人
が
楽
し
く

集
ま
れ
る
場
所
づ
く
り
c
の
一
つ

と
し
て
、
茨
城
大
学
落
語
研
究
会

を
中
心
と
し
た
寄
席
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
7

回
の
口
演
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
、「
ま
ち
づ
く
り
」
で
は

な
く
、「
ま
ち
生
か
し
」
と
い
う

考
え
の
下
、
笠
間
の
街
に
あ
る
も

の
、
そ
し
て
、
笠
間
の
街
が
好
き

な
人
た
ち
の
思
い
を
生
か
し
た
事

業
の
展
開
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

寄
稿
▼
ま
ち
づ
く
り
教
室
生
徒
会

ま
ち
づ
く
り
教
室

活
動
情
報

No.43

た
ん

か
く
た
ん
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厚
生
労
働
省
で
毎
年
実
施
し
て

い
る
人
口
動
態
調
査
は
、
出
生
や

死
亡
な
ど
の
届
出
書
を
基
に
、
保

健
福
祉
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料

と
し
て
活
用
す
る
も
の
で
す
。
今

回
は
、
各
届
出
を
す
る
際
、
職
業

と
産
業
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
▼
4
月
1
日
〜
平
成
18

年
3
月
31
日

対
象
者
▼
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
す
る
方

調
査
方
法
▼
届
出
を
す
る
市
町
村

の
窓
口
で
、「
職
業
・
産
業
例

示
表
」
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

職
業
（
技
術
職
、
事
務
職
、
サ

ー
ビ
ス
職
な
ど
）
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
死
亡
届
に
は
、

産
業
（
農
業
、
建
築
業
な
ど
）

も
併
せ
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
県
厚
生
総
務
課
@
0

2

9（
3

0

1
）
3

1

2

4

警
察
官
Ａ

受
験
資
格
▼
昭
和
51
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
、
大
学
（
短
大

を
除
く
）
を
卒
業
若
し
く
は
平

成
18
年
3
月
31
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方
、
又
は
人
事
委
員

会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
方
。

第
一
次
試
験
▼
5
月
22
日
÷
（
教

養
試
験
、
論
文
試
験
、
身
体
・

体
力
検
査
）

申
込
期
限
▼
4
月
27
日
Ÿ
（
当
日

消
印
有
効
）

申
込
方
法
▼
警
察
本
部
・
各
警
察

署
に
備
付
け
の
受
験
申
込
書
に

所
定
事
項
を
記
入
し
、
各
警
察

署
に
持
参
す
る
か
、
警
察
本
部

警
務
課
に
持
参
又
は
郵
送
。

問
合
せ
先
▼
県
警
察
本
部
警
務
課

@
0

1

2

0（
3

1

4
）
0

5

8

開
設
日
時
▼
5
月
28
日
‹
・
29
日

÷
の
二
日
間
　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時

※
各
県
税
事
務
所
で
開
設
し
ま
す
。

会
場
・
問
合
せ
先
▼
水
戸
県
税
事

務
所
@
0

2

9
（
2

2

1

）
6

6

7

0

吾
国
山
洗
心
館
は
、
子
ど
も
会

や
ご
家
族
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
、
5
人
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
合
宿
や

キ
ャ
ン
プ
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

定
員
▼
宿
泊
棟
▽
68
人
、
キ
ャ
ン

プ
場
▽
1

5

0
人

申
込
方
法
▼
電
話
で
申
込
み
後
、

使
用
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

休
館
日
▼
7
月
21
日
〜
8
月
31
日

を
除
く
月
曜
日
、
年
末
年
始

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
県
立
吾
国

山
洗
心
館
@（
74
）
2

5

5

1

県
で
は
、
農
業
技
術
の
基
礎
を

学
ぶ
研
修
を
行
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
野
菜
を
中
心
に
開
講
し
ま
す
。

研
修
期
間
▼
6
月
8
日
Ÿ
〜
9
月

17
日
‹
の
原
則
と
し
て
水
曜
日

の
夜
間
と
土
曜
日
の
日
中

対
象
者
▼
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
で
、

県
内
で
就
農
を
予
定
し
て
い
る

方
又
は
就
農
し
て
間
も
な
い
方

会
場
▼
県
立
農
業
大
学
校

定
員
▼
15
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
選
考
の
上
決
定
）

申
込
期
限
▼
5
月
19
日
⁄
必
着

申
込
方
法
▼
最
寄
り
の
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
経
由
で
同
校
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
県
立
農
業
大
学
校
研

修
課
@
0

2

9（
2

9

2
）
0

0

1

0

http://w
w
w
.ibanodai.ac.jp

住
　
所
　
届
　
出
　
人
　
子
の
名

下
市
毛
　
中
沢
　
友
克
　
　
凪

笠
　
間
　
吉
田

繁

梓
　
紗

来
　
栖
　
飛
田
　
健
太
　
龍
　
昇

福
　
原
　
千
葉

実

莉
　
奈

赤
　
坂
　
河
又
　
俊
一
　
亜
　
実

福
　
原
　
小
林
　
秀
之
　
元
　
氣

福
　
原
　
横
山

翼

稀
　
吏

下
市
毛
　
松
本
　
英
人
　
紗
　
采

上
加
賀
田

福
島

哲

夢
　
果

来
　
栖
　
小
黒
　
収
吾
　
雪
　
子

笠
　
間
　
松
井
　
康
成
　
康
　
徳

稲
　
田
　
小
池
　
正
義
　
孝
　
直

笠
　
間
　
森
　
　
聖
訓
　
将
　
聖

笠
　
間
　
平
本
　
孝
太
　
寛
　
太

お
く
や
み

住
　
所
　
届
出
人
　
死
亡
者
歳

福
　
原
　
海
老
原
勝
正

ト
　
モ
90

笠
　
間
　
堀
江
　
久
子

操
　
93

稲
　
田
　
中
根
　
昭
平

春
　
江
74

笠
　
間
　
常
行
　
眞
一

み
　
ち
79

下
市
毛
　
飯
村
　
喜
一

て
　
る
86

福
　
田
　
小
澤
　
孟
之

貞
　
子
85

箱
　
田
　
大
月

實

き
み
枝
82

笠
　
間
　
小
嶋
　
次
男

つ
　
る
97

稲
　
田
　
佐
伯
　
英
雄

か
　
ね
84

箱
　
田
　
深
谷
顯
一
郎

道
　
範
53

本
　
戸
　
宮
窪

勉

き
　
よ
78

笠
　
間
　
河
原
井
　
　

定
次
郎
86

来
　
栖
　
長
谷
川
義
一

す
ぎ
子
88

福
　
田
　
田
中

賢

美
　
惠
96

手
　
越
　
見
代
　
征
夫

薫
　
52

石
　
井
　
久
野
き
ぬ
よ

四
　
郎
64

本
　
戸
　
奥
川
登
美
江

通
　
弘
61

福
　
原
　
山
田
　
　
一

良
　
美
80

池
野
辺
　
川
松
　
健
次

信
　
雄
77

本
　
戸
　
飯
野
　
正
三

由
利
子
77

本
　
戸
　
磯
山
　
勝
一

よ
　
し
84

福
　
原
　
青
木
　
一
雄

清
　
一
75

福
　
原
　
青
木
　
一
義

ふ
　
み
95

福
　
田
　
池
田

榮

貞
　
子
84

※
こ
の
欄
へ
の
掲
載
を
望
ま
な
い
方

は
、秘
書
企
画
課
広
報
広
聴
Ｇ
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
@
内
線
2

2

4

情報コーナー

2
月
受
付
分

お
め
で
た

人
　
事

な
ぎ

あ
ず
　
　
さ

た
つ
　
　
あ
き

り
　
　
　
な

あ
　
　
　
み

げ
ん
　
　

き

き
　
　
　
り

さ
　
　

あ
や

ゆ
め

か

ゆ
き
　
　

こ

や
す
　
　
の
り

た
か
　
　
な
お

ま
さ
　
　
た
か

か
ん
　
　

た

人 口 と 世 帯
2月末日現在(前月比)

人　口 30,047人（－29）
男　 14,697人（＋02）
女　 15,350人（－31）

世帯数 09,992戸（－01）
※住民基本台帳による

県
で
は
、
国
際
的
視
野
と
指
導

力
を
持
っ
た
女
性
を
育
成
す
る
た

め
の
海
外
派
遣
を
行
い
ま
す
。

派
遣
先
▼
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
フ
ラ
ン
ス

研
修
内
容
▼
男
女
共
同
参
画
・
環

境
・
福
祉
・
教
育

派
遣
期
間
▼
9
月
21
日
〜
10
月
1

日
の
11
日
間（
事
前
・
事
後
研
修
あ
り
）

参
加
費
▼
渡
航
費
用
の
2

分
の
1

※
市
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。

定
員
▼
一
般
公
募
26
人

応
募
資
格
▼
昭
和
25
年
4

月
2

日

か
ら
昭
和
50
年
4

月
1

日
に
生

ま
れ
た
方
で
、
県
内
に
5

年
以

上
居
住
し
て
い
る
女
性

応
募
期
間
▼
4
月
20
日
Ÿ
〜
5
月

18
日
Ÿ

応
募
方
法
▼
市
・
秘
書
企
画
課
備

付
け
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、

関
係
書
類
を
添
え
て
同
課
へ
。

問
合
せ
先
▼
県
女
性
青
少
年
課

@
0

2

9（
3

0

1
）
2

1

7

8

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

女
性
参
加
者
を
募
集

自
動
車
税
の
休
日
納
税
・

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

吾
国
山
洗
心
館

「
い
ば
ら
き
営
農
塾
」の

受
講
生
を
募
集

茨
城
県
警
察
官
の

採
用
試
験

人
口
動
態
　
職
業
・
産
業

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

2
0
0
5

せ
ん
し
ん
か
ん

め
い
あ
ん

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞
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問
合
せ
先
▼
い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
三
の
丸
1

〜
7

〜
41
）
@
0

2

9
（
3

0

0

）
1

9

1

6

陶
芸
教
室
の
参
加
者
を
募
集

日
時
▼
5
月
14
日
‹
午
前
9

時
30

分
〜
午
後
4

時
　
会
場
▼
常
陸
太

田
市
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
36
人
（
先
着
順
）

参
加

料
▼
一
人
2

千
円
（
粘
土
2

㎏
・

焼
成
代
）

内
容
▼
初
心
者
向
け
陶

芸
教
室
　
申
込
期
限
▼
5
月
2
日
◊

そ
ば
打
ち
入
門
講
座

日
時
▼
5

月
25
日
Ÿ
・
28
日
‹
、

6
月
22
日
Ÿ
・
25
日
‹
、
7
月
20

日
Ÿ
・
23
日
‹
、
8
月
24
日
Ÿ
・

27
日
‹
、
9
月
14
日
Ÿ
・
17
日
‹

の
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1

時

事
務
所
@
0

2

9
（
2

9

3

）

7

4

4

1

水
戸
市
長
杯
第
20
回
綱
引
き
大
会

の
参
加
者
を
募
集
　
《
水
戸
市
》

日
時
▼
5
月
22
日
÷
午
前
9

時
集

合
　
会
場
▼
青
柳
公
園
市
民
体
育

館
　
チ
ー
ム
構
成
▼
1

チ
ー
ム
8

〜
10
人
（
出
場
者
は
8

人
）

種

別
▼
男
子
▽
8

人
の
合
計
体
重
が

6

0

0

㎏
以
下
　
女
子
▽
合
計
体

重
4

8

0

㎏
以
下
　
混
合
▽
合
計

体
重
5

6

0

㎏
以
下
（
男
女
各
4

人
）
小
学
5

・
6

年
生
▽
体
重
制

限
な
し
　
参
加
料
▼
1

チ
ー
ム
2

0

0

0

円
　
応
募
期
限
▼
5
月
2

日
◊

応
募
方
法
▼
電
話
で
次
へ
　

応
募
・
問
合
せ
先
▼
水
戸
市
ス
ポ

ー
ツ
振
興
協
会
@
0

2

9
（
2

4

3

）
0

1

1

1

ボ
タ
ン
ま
つ
り

期
間
▼
4
月
23
日
‹
〜
5
月
8
日

÷

▽
ボ
タ
ン
販
売
、
八
郷
太
鼓

（
4

月
23
日
）、
園
芸
教
室
（
4

月

24
日
）
、
が
ま
の
油
売
り
口
上

（
4

月
24
日
・
5

月
3

日
）
ほ
か

シ
ャ
ク
ヤ
ク
ま
つ
り

期
間
▼
5
月
8
日
÷
〜
5
月
15
日

÷

▽
山
野
草
展
、
山
野
草
販
売
、

園
芸
教
室
（
5

月
8

日
）

ほ
か

休
館
日
▼
月
曜
日

問
合
せ
先
▼
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
@
0

2

9

9
（
42
）
4

1

1

1

http://flow
erpark.or.jp

第
3
回
茨
城
県
知
事
杯
争
奪
茨

城
県
職
場
対
抗
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
5
月
22
日
÷

受
付
け
・

検
量
▽
午
前
9
時
〜
9
時
50
分

競
技
開
始
▽
10
時
30
分
予
定

会
場
▼
友
部
町
中
央
公
民
館
3
階

大
ホ
ー
ル

出
場
資
格
▼
県
内
の
同
一
職
場
に

勤
務
す
る
方
で
編
成
し
、
選
手

3
人
の
合
計
体
重
が
2

2

5
㎏

以
下
の
チ
ー
ム
（
男
女
不
問
）

出
場
料
▼
1
チ
ー
ム
1
万
円
（
記

念
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
）

応
募
期
限
▼
4
月
30
日
‹
必
着

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙
に

職
場
対
抗
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ

大
会
の
出
場
チ
ー
ム
を
募
集

〜
3

時
（
土
曜
日
午
後
は
経
験
者

向
け
）

会
場
▼
グ
リ
ー
ン
ふ
る

さ
と
振
興
機
構
　
定
員
▼
各
日
と

も
9

台
分
（
先
着
順
）

参
加
料

▼
初
心
者
（
そ
ば
粉
5

0

0
ｇ
）

2

千
5

0

0

円
、
経
験
者
（
そ
ば

粉
1

㎏
）
3

千
円
　
講
習
内
容
▼

そ
ば
打
ち
の
実
演
と
解
説
　
ほ
か

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
（
財
）
グ

リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構
（
常

陸
太
田
市
）
@
0

2

9

4
（
72
）

2

2

6

6

健
康
増
進
施
設
「
ホ
ロ
ル
の
湯
」

《
城
里
町
》

営
業
時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
9

時
　
料
金
▼
大
人
8

0

0

円
、
小

人
4

0

0

円
（
土
・
日
曜
、
祝
日

は
、
大
人
1

0

0

0

円
、
小
人
5

0

0

円
）

定
休
日
▼
月
曜
日

問
合
せ
先
▼
ホ
ロ
ル
の
湯
@
0

2

9（
2

8

8

）
7

7

7

5

涸
沼
自
然
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

《
茨
城
町
》

利
用
期
間
▼
4
月
25
日
◊
〜
10
月

31
日
◊

料
金
▼
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
（
56
区
画
）
1

区
画
5

0

0

0

円
　
テ
ン
ト
サ
イ
ト
（
1

0

0

張
）
1

張
2

0

0

0

円
（
タ
ー
プ

は
1

0

0

0

円
）

バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
炉
（
6

炉
）
1

炉
1

5

0

0

円

※
入
園
料
2

0

0

円
（
5

〜
15
歳

は
半
額
）
が
別
途
掛
か
り
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
涸
沼
自
然
公
園
管
理

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
出
場

料
を
同
封
し
て
大
会
事
務
局
へ
。

応
募
・
問
合
せ
先
▼
〒
3

0

9
〜

1

7

3

2

友
部
町
矢
野
下
1

3

7

9
〜
3
茨
城
県
ア
ー
ム
レ
ス

リ
ン
グ
大
会
事
務
局
@
（
77
）

1

7

8

1

県
で
は
、
就
職
を
目
指
す
若
者

か
ら
中
高
齢
者
に
対
し
て
、
就
職

相
談
・
適
職
診
断
・
職
業
紹
介
な

ど
の
一
連
の
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
、
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

開
所
時
間
▼
平
日
▽
午
前
9
時
〜

午
後
8
時
（
職
業
紹
介
は
午
後

4
時
ま
で
）

土
・
日
曜
日
▽

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
職
業

紹
介
は
行
い
ま
せ
ん
）

※
祝
日
は
、
開
所
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構

と
な
り
ま
ち
・
み
ど
こ
ろ
発
見

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

第8回市民ソフトバレーボール大会�
優勝チームを紹介（2月20日）�

☆混合の部：ハムスターズ�

☆女子の部：池野辺ソフィーズ�

☆男子の部：E i g h t

☆小学生の部：リトルマーメイド�
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こ
の
市
報
は
、再
生
紙
、大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

＊笠間市民憲章＊ 　　　　　　　　　　　この誇りある郷土を愛し、よりよい明日を求めて。�

◇ 自然を愛し、美しいまちにしよう。　◇ 健康で働き、豊かなまちにしよう。　◇ 教養と文化を高め、明るいまちにしよう。�

◇ 思いやりを深め、温かいまちにしよう。　◇ きまりを守り、住みよいまちにしよう。（昭和53年8月1日制定）�
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★
箱
田
・
久
野
　
桃
楓
　
ち
ゃ
ん�

　
　
　
　
　
平
成
16
年
10
月
20
日
生
ま
れ�

も
も  

か�

♪
思
い
や
り
の
あ
る�

　
優
し
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
。�

★
赤
坂
・
谷
口
　
來
　
ち
ゃ
ん�

　
　
　
　
　
平
成
14
年
5

月
8

日
生
ま
れ�

ら
い�

♪
お
手
伝
い
が
大
好
き
な
來
ち
ゃ
ん
�

　
あ
り
が
と
う
。
�

______________________________________________

______________________________________________

笠間市消費生活展　リサイクルとレジ袋の削減をアピール�
　
3

月
5

日
と
6

日
の
二
日
間
、
笠
間
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
笠
間
市
消
費

生
活
展
（
主
催
▽
笠
間
市
、
共
催
▽
笠
間

生
活
学
校
・
笠
間
市
地
域
女
性
団
体
連
絡

会
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
笠
間
生
活
学
校
（
代
表
▽
大
久
保
　悦
子

さ
ん
）
で
は
、
会
員
自
ら
制
作
し
た
マ
イ

バ
ッ
グ
に
、
箱
田
小
学
校
の
1

年
生
か
ら

3

年
生
ま
で
の
児
童
68
人
に
絵
を
描
い
て

も
ら
い
、
会
場
内
に
全
作
品
を
展
示
。
レ

ジ
袋
削
減
運
動
の
推
進
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。�

　
一
方
、
笠
間
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

（
会
長
▽
川
連　
キ
ヌ
さ
ん
）
で
は
、
環
境

チ
ケ
ッ
ト
の
集
計
結
果
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
・
再
使
用
の

三
つ
の
原
則
を
図
示
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲

げ
、
ご
み
の
減
量
化
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。�

　
こ
の
ほ
ど
、
第
29
回
「
ご
は
ん
・
お
米

と
わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
主

催
▽
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
）
が
行

わ
れ
、
図
画
部
門
で
、
野
沢　
志
帆
さ
ん

（
稲
田
小
3

年
）
の
作
品
「
ね
が
い
が
こ

も
っ
た
イ
ネ
」
が
、
大
臣
賞
と
並
ぶ
大
賞

「
中
央
会
会
長
賞
」
を
射
止
め
ま
し
た
。�

箱田小の児童68人が絵を描いたマイバッグを展示した会場�

わが家・わがまちのたから�わが家・わがまちのたから�
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●�
「ごはん・お米とわたし」図画コンクール�
野沢　志帆さん（稲田小）が大賞�

　3月12日、中央公民館大ホールで、
演奏会「箏・三絃・尺八が奏でる和の
調べ」（主催：笠間市文化連盟）が開
かれました。ステージには、それぞれ
の演奏の大家4人が登場し、箏や三絃
の重奏のほか、尺八を含めた合奏など
全8曲が披露され、詰め掛けた聴衆を、
伝統の美の世界へいざないました。�

箏
・
三
絃
・
尺
八
が
奏
で
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
和
の
調
べ�

こ
と�

げ
ん�


